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私は、四国大学音楽科で音楽の勉
強をしています。小学６年生から
趣味でバンド活動をしていて、全
国の音楽仲間との出会いにやりが
いを感じています。将来は、プロ
のバンドマンになり、徳島県の芸
術文化の発展やみんなが何かに挑
戦したくなるような環境作りに取
り組みたいです。
進学などで県外に出た人たちが阿
南市に帰ってきたくなるようなま
ちづくりが大切ではないでしょう
か。もっと県外からも人が集まり
やすいような大きな商業施設やイ
ベントなどを増やす必要があると
思います。

日開野町

丸山  達郎さん

私は、歯科衛生士をめざして徳島
歯科学院専門学校で学んでいま
す。現在は、幼稚園や障がい者施
設での歯科保健指導などを行って
います。将来は、患者さんの些細
な変化にも気付き、より良い口腔
状態へ改善するお手伝いができる
歯科衛生士になりたいです。
今後、南部健康運動公園に陸上競
技場が作られるので、フルマラソ
ン大会の開催やスポーツ合宿の誘
致を進め「スポーツのまち阿南」
としてＰＲしてはいかがでしょう
か。当日は地元グルメが楽しめる
屋台などでお祭りムードを高める
と楽しいと思います。

柳島町

島田  万由子さん

私は、大阪市立大学法学部で法律
の勉強をしています。将来は、阿
南市に帰ってきて、大学で学んだ
ことを生かせる法律関係の仕事に
就き、地域に密着した仕事がした
いです。そのためにも、これから
もっと勉強を頑張りたいと思いま
す。
阿南市に若者が多く住み、活気あ
ふれる町になってほしいです。そ
のためには、学校を卒業した後も
若者が住み続けられるような雇用
の場を増やすことが必要だと思い
ます。さらに、働きながらでも子
育てをしやすい環境を整えること
も重要だと思います。

宝田町

増田  有紗さん

人の輪がつなぐ  阿南市の未来

　

市
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
市
政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
は
５
月
１
日
に

市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
記
念
特
集
第
１
弾
と

し
て
、
去
る
11
月
19
日
、
市
役

所
２
階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー
で

「
市
制
施
行
60
周
年
～
私
の
夢
、

阿
南
市
の
未
来
～
」
を
テ
ー
マ

に
、
各
地
区
か
ら
14
人
の
新
成

人
と
岩
浅
市
長
に
よ
る
座
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
市
が
今
後
１
０
０
周
年
、

そ
し
て
さ
ら
に
未
来
に
向
か
っ

て
飛
躍
し
て
い
く
た
め
に
、
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い

て
語
り
合
い
ま
し
た
。
座
談
会

当
日
の
よ
う
す
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

座談会
新成人と市長による

市制施行

60
周年
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私は、徳島大学で主に化学の勉強
をしています。理系分野はあまり
得意ではありませんが、タンパク
質についての研究がしたいので、
それを目標に日々学んでいます。
将来は、人の生体を可能な限り明
らかにしたいです。そのためには、
タンパク質の研究が重要なので、
その研究ができるところに就職し
たいと考えています。
阿南市には人口、特に若い世代の
方が増えてほしいと思います。そ
のためには企業の数を増やし、若
者にとってメリットの多い就職先
を豊富に用意する必要があると考
えます。

上大野町

大山  瑞稀さん

私は、関西学院大学法学部で法律
や政治について学んでいます。将
来は、市役所の職員になりたいで
す。多くの市民の方を支える市役
所の職員になり、社会に貢献でき
る人材になりたいと考えていま
す。
近年、少子化が進んでいます。そ
のため、子育てをしやすい環境を
作ることが重要だと思います。教
育費や医療費などの支援を充実さ
せることが必要です。子育てをし
やすい環境を整えて少子化を解消
させることで、活気があふれる町
へとつながるのではないでしょう
か。

加茂町

安富  和希さん

私は、四国大学経営情報学部経営
情報学科で主に経営学と行政学を
学んでいます。同学科では公務員
をめざす学生のための講座も開設
されていて、私も積極的に参加し
ています。将来は、大学で学んだ
ことを生かし、市民が安心でき、
暮らしやすいまちづくりに従事で
きる仕事に就きたいです。
今後も、世代を問わず誰もが住み
やすく、魅力のある阿南市であり
続けてほしいと思います。ＬＥＤ
事業や農業、漁業、観光といった
地域事業がこれからも活性化し続
け、地域同士の結束力を強めるこ
とが大切だと思います。

長生町

山田  英岳さん
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私は、美容師をめざして関西美容
専門学校で学んでいます。将来は、
たくさんの人に指名していただけ
るような美容師になりたいです。
そのために、専門学校で基礎をき
ちんと学び、就職後は技術を磨く
よう努力を惜しまずに頑張ってい
きたいと思います。
阿南市では、人口減少や高齢化が
進んでいます。このような中、平
成 31年春に新しく「阿南医療セ
ンター」が開院される予定です。
椿町でも高齢化が進んでいるの
で、高齢者に優しいまちづくりと
してバスなどの公共交通機関の充
実などを進めてほしいです。

椿町

武田  佑介さん

私は、同志社大学商学部商学科で
ビジネスについて学んでいます。
将来は、大学での経験を生かして、
経営コンサルタントとして起業し
たいと考えています。地方の中小
企業の力になれるような仕事を
し、信頼される経営コンサルタン
トになりたいです。
若者の人口流出を防ぐために、会
社が新規参入しやすい仕組みを作
り、若者が働きたいと感じる企業
をもっと増やしていくことが必要
です。また、農業体験などを通じ
て第一次産業に魅力を感じてもら
えるような取組を行うことも重要
だと思います。

福井町

形部 ひかりさん

私は、阿南工業高等専門学校制御
情報工学科でプログラムなどの勉
強をしています。将来は、生まれ
育った阿南市で暮らし、働くこと
によって地元に恩返しをしたいで
す。高専生として今まで学んださ
まざまな技術や知識を生かしたい
と考えています。
〝きらりと輝く阿南市の魅力” と
紹介されるように「ＬＥＤ発祥の
まち」として、さらにＰＲしてい
くと良いと思います。ＬＥＤを用
いたイルミネーションをはじめ光
のイベントを多く開催すると、若
者も集まり町の活性化につながる
のではないでしょうか。

橘町

佐野  優璃さん

私は、徳島文理大学香川キャンパ
ス理工学部で機械の開発を学んで
います。将来は、100％事故をし
ない車を作りたいです。日本では
車の事故がほぼ毎日発生していま
すが、その理由はドライバーの慣
れにあると考え、自動運転の実用
化などに取り組みたいです。
車や自転車などの事故がない町に
するため、ドライバーが交通マナ
ーをしっかり守る必要がありま
す。また、高齢化が進み高齢者の
ドライバーが増えています。高齢
者が車に乗らなくてもいいように
公共交通機関の充実に力を入れる
ことも大切だと思います。

桑野町

亀井  祐希さん

私は、近畿大学文芸学部文学科で
古典の勉強をしています。将来は、
父の会社で土木の仕事に就きたい
です。地域の方たちが安全に安心
して生活できるように、自然と上
手に向き合いながら働くことで、
地域の方に喜んでもらえるような
存在になりたいです。
「野球のまち阿南」をスローガン
に、野球でさらに活性化してはい
かがでしょうか。今年のプロ野球
のドラフト会議では阿南市の選手
が指名され、レベルが向上してい
るのが分かります。立派な球場も
あるので、少子化に負けずに野球
人口を増やしたいです。

新野町

藤田　凌さん

私は、徳島大学理工学部で化学を
専攻しています。将来は、大学で
得た化学の知識を県内で活用した
いです。徳島県の活性化には、若
者の力が必要不可欠です。私も新
しいモノの生産・開発を行うこと
で、徳島県をもっと元気にするお
手伝いをしたいです。
阿南市に若者が集まり、さらに活
性化するためには、正社員として
働ける企業を増やす必要があると
思います。現在も企業が設立され
ていますが、パートや派遣社員の
採用が多い印象を受けます。安心
して働ける環境があれば、若者が
集まるのではないでしょうか。

見能林町

山田  真由さん
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私は、看護師をめざして四国大学
看護学部で学んでいます。将来は、
患者さんに寄り添い支えていける
看護師になりたいです。近年、高
齢者が住み慣れた地域で自分らし
く暮らす環境作りが進んでいま
す。私も看護職としてその役割を
果たしたいです。
平成31年春には、「阿南医療セン
ター」が開院します。これによっ
て地域医療体制が確立され、阿南
市にとって安心の拠点となる病院
です。しかし、最寄り駅から遠い
と感じるので、ナカちゃんバスの
活用などインフラの整備が必要な
のではないかと思います。

羽ノ浦町

鶴羽  美緒さん

私は、徳島県立農業大学校でスダ
チの魅力を広める研究をしていま
す。また、４月から愛媛大学農学
部に３年次編入も決まっており、
さらに研さんを積んでいきたいで
す。将来は、農業に関わる仕事に
就き、地域の架け橋となる人材に
なるつもりです。
阿南市は、町の盛り上がりが少し
低いように感じます。私はよく音
楽フェスに行くのですが、そこで
は地元の特産物や文化などを発信
していて盛り上がっています。阿
南市でも音楽イベントなどを開催
し、阿波踊りや特産物販売などを
行ってはいかがでしょうか。

那賀川町

與茂田 孟晃さん

座談会
新成人と市長による

市制施行

60
周年
記念特集

第１弾

水口企画部長の司会で座談会が
始まりました。最初に、岩浅市
長から阿南市の特色と進行中の
主な施策について紹介があり、
新成人の皆さんの自己紹介の
後、それぞれが自分の夢や理想
の阿南市について意見を発表し
ました。初めは緊張気味でした
が、市長と会話を交わすうちに
少しずつ笑顔が見られるように
なり、活発な意見交換が行われ
ました。
また、当日座談会で使用した阿
南市の地形をかたどった木製の
テーブルは、市役所新庁舎の完
成を祝って島  利喜太さん（福井
町）からご寄贈いただいたもの
です。
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阿
南
市
消
防
出
初
式
の
ご
案
内

　

輝
か
し
い
平
成
30
年
の
新
春
を

飾
る
阿
南
市
消
防
出
初
式
を
開
催

し
ま
す
。
出
初
式
は
、
消
防
団

員
・
職
員
の
士
気
の
高
揚
と
、
職

務
の
重
要
性
を
再
確
認
し
、
防
災

へ
の
誓
い
を
新
た
に
、
防
災
関
係

者
約
５
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
る
年
頭
の
恒
例
行
事
で
す
。

　

今
年
度
更
新
し
た
消
防
車
両
を

お
披
露
目
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
消
防

団
員
・
職
員
の
さ
っ
そ
う
た
る
雄

姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
７
日
㈰　

午
前
10
時
～

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

問
い
合
わ
せ
は　
消
防
本
部
警
防

課
（
☎
22

－

３
７
９
６
）
へ

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
証
の

交
付
に
つ
い
て

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳

以
上
の
方
で
、
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
方
に
対
し
て

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
証
」

を
交
付
し
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
や
市
・
県
民
税
の
申
告
に

お
い
て
、
税
法
上
の
「
特
別
障
害

者
控
除
」
ま
た
は
「
障
害
者
控
除
」

を
受
け
る
と
き
に
障
害
者
手
帳
の

代
わ
り
と
な
る
も
の
で
、
交
付
に

は
本
人
ま
た
は
家
族
の
申
請
が
必

要
で
す
。

　

な
お
、
既
に
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
ら

れ
た
方
で
、
要
介
護
認
定
状
態
区

分
に
変
更
の
な
い
方
は
、
申
告
の

際
に
前
回
交
付
さ
れ
た
認
定
証
が

使
用
で
き
ま
す
の
で
、
新
た
な
申

請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
特
別
障
害
者
・
障
害
者
の
区
分

は
、
介
護
認
定
の
内
容
を
審
査
し

て
認
定
し
ま
す
。
認
定
情
報
確
認

の
た
め
、
交
付
は
後
日
郵
送
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
付
開
始
日　
１
月
５
日
㈮
～

申
請
に
必
要
な
も
の　
介
護
保
険

被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
申
請
者
の

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
等

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
福
祉

課
（
☎
22

－

１
５
９
２
）
へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

60
歳
、還
暦
の
阿
南
　
先
人
の
労
苦
に
想
い
を
は
せ
て 

～

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
の
今
年
一
年
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し

な
が
ら
、
本
年
最
初
の
市
長
通
信
の
筆
を
執
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
阿
南
市
が
誕
生
し
て
60
年
を
迎

え
ま
す
。
昭
和
33
年
５
月
１
日
に
当
時
の
富
岡
、

橘
の
２
町
が
合
併
し
、
県
下
で
４
番
目
の
市
と
し

て
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
年
は
、
大
相
撲
が

現
在
の
６
場
所
制
へ
変
更
、
パ
リ
の
エ
ッ
フ
ェ
ル

塔
を
し
の
ぐ
世
界
一
高
い
東
京
タ
ワ
ー
が
完
成
し

ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
に
は
皇
太
子
殿
下
と
正
田

美
智
子
様
の
婚
約
が
発
表
さ
れ
、
初
め
て
民
間
出

身
の
皇
太
子
妃
殿
下
が
生
ま
れ
る
こ
と
や
軽
井

沢
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
ロ
マ
ン
ス
な
ど
、
ミ
ッ

チ
ー
・
ブ
ー
ム
が
国
中
を
席
巻
し
、
国
民
が
明
る

い
時
代
の
到
来
を
意
識
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
の
阿
南
市
は
過
酷
な
船
出
で

し
た
。
困
難
な
財
政
事
情
の
も
と
で
、
新
し
い
市

と
し
て
の
基
礎
固
め
に
専
念
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
阿
南
市
は
、
合
併
前
の
富
岡
、
橘

両
町
か
ら
引
き
継
ぐ
形
で
、「
地
方
財
政
再
建
促

進
特
別
措
置
法
」
の
適
用
を
受
け
、
新
市
発
足
時

か
ら
財
政
再
建
に
取
り
組
み
、
昭
和
40
年
度
に
よ

う
や
く
過
去
の
赤
字
を
解
消
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

そ
の
途
上
、
昭
和
38
年
に
は
新
産
業
都
市
の
指
定

を
受
け
、
20
年
間
に
約
５
０
０
社
の
企
業
関
係
者

が
視
察
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
初
代
阿
南
市
長
の
沢

田　

紋あ
や

氏
は
三
木
武
夫
元
首
相
と
も
昵じ

っ

懇こ
ん

で
、
阿

南
高
専
誘
致
や
工
場
立
地
を
依
頼
し
て
お
り
、
三

木
元
首
相
が
、
本
田
技
研
工
業
株
式
会
社
創
業
者

の
本
田
宗
一
郎
氏
を
橘
湾
へ
招
き
工
場
誘
致
の
協

力
を
要
請
し
た
歴
史
も
あ
り
ま
し
た
。

　

以
来
、
旧
阿
南
市
、
那
賀
川
町
、
羽
ノ
浦
町
の

先
人
の
努
力
が
、
今
日
の
本
市
の
隆
盛
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

市
制
施
行
60
周
年
の
意
義
は
、
過
去
の
歩
み
を

顧
み
、
そ
の
苦
難
の
道
程
を
今
一
度
思
い
出
す
と

と
も
に
、
来
た
る
べ
き
次
の
世
代
に
今
日
ま
で
の

歩
み
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。「
温
故
知
新
」
…
。
過
去
と
現
在
を
い
き
い

き
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
こ
そ
人
の
師
に

な
れ
る
と
孔
子
は
は
っ
き
り
と
言
い
き
っ
て
い
ま

す
。

　

本
年
が
、
明
日
の
阿
南
市
を
見
つ
め
ら
れ
る
良

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
防
犯
灯
17
灯

四
国
電
力　

阿
南
営
業
所
様
か

ら
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め

阿
南
市
交
通
遺
児
育
英
基
金
へ

●
金
10
万
円　

上
中
町　

徳
島
県
自
動
車
整
備

振
興
会
阿
南
支
部
様
か
ら

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
の
交
付

　

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
上
の

雑
所
得
と
し
て
課
税
の
対
象
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
老
齢

年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
１

年
間
の
年
金
の
支
払
総
額
な
ど
を

記
載
し
た
「
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票
」
が
１
月
下
旬
か
ら
２
月

上
旬
に
か
け
て
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
確
定
申
告
の
際
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
障
害
年
金
・
遺
族
年

金
は
、
課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ

れ
た
場
合
や
未
着
の
場
合
等
に
は
、

徳
島
南
年
金
事
務
所
（
☎
０
８
８

－

６
５
２

－

１
５
１
１
）
に
お
い

て
源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
の
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

野
球
審
判
員
養
成
講
習
会

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

日
時　
２
月
４
日
㈰　

午
後
１
時

～
４
時

場
所　
屋
内
多
目
的
施
設
（
あ
な

な
ん
ア
リ
ー
ナ
）

内
容　
野
球
の
試
合
に
お
け
る
審

判
技
術
の
習
得

対
象　
高
校
生
以
上
の
男
女

講
師　
市
軟
式
野
球
連
盟
審
判
員

服
装
等　
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
運
動
の

で
き
る
服
装
、
運
動
の
で
き
る
シ

ュ
ー
ズ
、
野
球
帽

持
参
物　
筆
記
用
具

参
加
費　
無
料

申
込
締
切
日　
１
月
22
日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
野
球

の
ま
ち
推
進
課
（
☎
22

－

１
２
９

７
）
へ

阿
南
市
人
権
教
育・啓
発

研
究
講
座（
冬
期
）受
講
生
募
集

　

講
座
を
集
中
的
に
開
催
す
る
こ

と
で
、
人
権
課
題
を
よ
り
専
門
的

に
学
び
見
識
を
深
め
ま
す
。

日
時　

２
月
６
日
㈫
、
13
日
㈫　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
市
役
所
６
階　

６
０
２
会

議
室

内
容　
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法

制
定
の
背
景
と
経
緯
に
つ
い
て
～
部

落
差
別
と
ど
う
向
き
合
う
か
～
」

講
師　
阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発

講
師
団
講
師　

阿
南
市
人
権
教
育

協
議
会　

副
会
長　

歯
朶
山
加
代

さ
ん

定
員　
40
人

申
込
締
切
日　
１
月
26
日
㈮

申
込
み・問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・

男
女
参
画
課（
☎
22

－

３
０
９
４
）へ

項　　目 農　　業　　委　　員 農地利用最適化推進委員
募 集 人 数 19人 18人

主 な 業 務

農地の権利移動や転用に係る許可等につい
て審議し決定等を行います。
また、農地利用最適化推進委員と連携し、
担い手への農地の集積・集約化、遊休農地
の発生防止・解消、新規参入の促進など、
現場活動も行います。

担当地区において農業委員と連携し、担い
手への農地の集積・集約化、遊休農地の発
生防止・解消、新規参入の促進など、地域
に密着した現場活動を行います。

任 用 期 間 ６月19日㈫～平成33年６月18日㈮ 委嘱の日～平成33年６月18日㈮
報 酬 月 額 19,500円

募 集 期 間
１月４日㈭～２月２日㈮　8:30～17:15（土、日、祝日を除く）
※郵送の場合は締切日必着

推薦・応募方法

「個人」または「法人および団体」からの推薦、自らの応募によります。
所定の募集用紙に必要事項を記入の上、農業委員会事務局へ提出してください。

（郵送も可）
募集要項・募集用紙は、農業委員会事務局、各支所、各住民センターの窓口でお受け取
りいただくか、市ホームページからもダウンロードできます。　
※くわしくは、募集要項をご覧ください。

問い合わせは 農業委員会事務局（☎22−3790）へ

農業委員会等に関する法律の改正により、農業委員の選出がこれまでの選挙制から、市長が議会の同
意を得て任命する方法に変更されました。また、新たに農地利用最適化推進委員が設置され、農業委
員会が担当地区を定めて委嘱することとなりました。
この改正法に基づく新たな農業委員会が発足することから、農業委員および農地利用最適化推進委員
の募集を行います。

農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します
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募集内容　平成30年度に市役所および関係機関にお
いて、臨時的に勤務する職員

応募資格　パソコンの基本操作（文書作成・表計算
等）ができる方

賃金　日額7,000円
申込方法　履歴書（市販のものに自筆・写真貼付）を

人事課へ提出してください。試験案内は、
申込期間中に人事課で配布します。

申込期間　１月９日㈫～18日㈭　8:30～17:15
（土、日曜日は除く）

試験内容　筆記試験および小作文試験
試験日　２月４日㈰
問 人事課（☎22−1112）へ

一般事務（臨時的任用職員）

募集内容　平成30年度に市内の幼稚園・小学校・中学
校等において、臨時的に勤務する学校用務
員

採用予定人員　業務の必要に応じて採用します。
　　　　　　　平成29年度採用実績：21人
賃金　日額 7,000 円
申込方法　教育総務課備え付けの「申込用紙」に必要

事項を記入の上、教育総務課へ提出してく
ださい。「申込用紙」は、申込期間中に教
育総務課でお渡しします。

申込期間　１月23日㈫～２月１日㈭　8:30～17:15
　　　　　（土、日曜日は除く）
試験内容　面接試験
試験日　２月11日㈷
問 教育総務課（☎22−3299）へ

学校用務（臨時的任用職員）

募集内容　平成30年度に市立保育所において、臨時
的に勤務する職員

採用予定人員　業務の必要に応じて採用します。
　　　　　　　平成29年度採用実績：43人
賃金　日額7,300円
申込方法　履歴書（市販のものに自筆・写真貼付）を

人事課へ提出してください。試験案内は、
申込期間中に人事課で配布します。

申込期間　１月４日㈭～15日㈪　8:30～17:15
　　　　　（土、日、祝日は除く）
試験内容　面接試験　　試験日　１月28日㈰
問 人事課（☎22−1112）へ

保育所給食調理（臨時的任用職員）

募集内容　平成30年度に要介護認定申請者宅等を訪
問し、心身の状況を調査する嘱託職員

応募資格　看護師または介護支援専門員の資格を有し、
普通自動車運転免許を有する方

採用予定人員　６人
報酬　月額198,900円
申込方法　自筆履歴書に看護師免許証または介護支援

専門員証および普通自動車運転免許証の写
しを添えて介護・ながいき課へ提出してく
ださい。

申込期間　１月９日㈫～26日㈮　8:30～17:15
　　　　　（土、日曜日は除く）
試験内容　面接試験
試験日　２月10日㈯
問 介護・ながいき課（☎24−8007）へ

介護保険認定調査員（嘱託職員）

募集内容　平成30年度に市内の学校給食施設および
学校給食センターにおいて、臨時的に勤務
する給食調理員

採用予定人員　業務の必要に応じて採用します。
　　　　　　　平成29年度採用実績：44人
賃金　日額7,300円
申込方法　教育総務課備え付けの「申込用紙」に必要

事項を記入の上、教育総務課へ提出してく
ださい。「申込用紙」は、申込期間中に教
育総務課でお渡しします。

申込期間　１月４日㈭～15日㈪　8:30～17:15
　　　　　（土、日、祝日は除く）
試験内容　面接試験　　試験日　１月28日㈰
問 教育総務課（☎22−3299）へ

学校給食調理（臨時的任用職員）

募集内容　①保健センターにおける保健事業業務補助　
　　　　　②新生児訪問
応募資格　①保健師、看護師、助産師または管理栄養士　

②助産師または保健師（①②平成30年３
月31日までに資格取得見込の方を含む）

勤務体系　①常勤　②週２日程度
採用予定人員　①５人程度　②１人程度（業務の必要

に応じて採用します）
賃金等　①保健師日額8,500円、管理栄養士日額

8,400円、助産師日額8,500円、看護師日額
7,700円　②訪問１件あたり4,500円

申込方法　履歴書（市販のものに自筆・写真貼付）と
普通自動車運転免許証のコピーを保健セン
ターに提出。

申込期間　１月４日㈭～15日㈪　試験内容　面接試験
試験日　２月４日㈰　　試験場所　ひまわり会館
問 保健センター（☎22−1590）へ

保健センター職員（①臨時的任用職
員②新生児訪問委託業務職員）

臨時的任用職員・
嘱託職員等を募集します

提出書類に記載された個人情報等は、目的以外には
使用しません。勤務条件等くわしくは担当課までお
問い合わせください。
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顔写真付きのマイナンバーカードを申請される場合に、市民生活課にお
いて専用パソコンを用いて顔写真を撮影し、申請できるようになりまし
た。申請を希望される方は、必要なものをお持ちの上、市民生活課へお
越しください。なお、申請には約20分程度必要ですので、あらかじめ
来庁する日時の予約をお願いします。

必要なもの
▶本人確認書類　①または②
　①　顔写真付きの公的証明書　１点
　（例）運転免許証、旅券、身体障害者手帳、在留カード
　②　顔写真なしのもの　　　２点
　（例）健康保険証、年金証書、年金手帳、介護保険証、学生証、預金通帳
▶個人番号カード交付申請書（お持ちの方のみ）
☆ご自分で写真を撮影し、申請される方へ
通知カードとともに発送された個人番号カード交付申請書の送付用封筒
の差出有効期間は切れていますが、平成31年５月31日まで有効な封筒と
して利用できることになりましたので、お持ちの方はご利用ください。
また、地方公共団体情報システム機構の「マイナンバーカード総合サイ
ト」上に、申請者自身で印刷して利用可能な封筒様式が掲載されていま
すので、そちらもご利用ください。
予約・問い合わせは　市民生活課（☎22−1116）へ

物品購入等の指名競争入札参加資格審査申請の受付

平成30・31年度に市が発注する物品購入等の指名競争入札に参加を希
望される方は、申請書を提出してください。
今回の申請は新規申請となりますので、平成28・29年度に申請されて
いる方も申請が必要です。
受付期間　１月11日㈭～２月９日㈮（土、日曜日を除く）
受付業種　備品、消耗品類および原材料品（工事用原材料を含む）など
提出書類等　市ホームページをご覧ください。

建設工事の一般競争入札（指名競争入札）参加資格審査
申請【追加申請】の受付

平成30年度に市が発注する建設工事の入札に参加を希望される方は、
申請書を提出してください。ただし、平成29年中に申請をされた方は
不要です。
平成29年度分より徳島県との共同受付を実施しています。
共同受付期間　１月15日㈪～24日㈬（土、日曜日は除く）
提出書類等　市ホームページおよび徳島県電子入札ホームページをご覧
ください。

建設工事に係る測量・建設コンサルタント業務等の一般
競争入札（指名競争入札）参加資格審査申請の受付

建設工事に係る測量・建設コンサルタント業務等および用地取得等に関
する委託業務の入札参加資格審査申請書の受付方法等が変更になります。
平成30・31年度分より徳島県との共同受付を実施します。入札に参加
を希望される方は、申請書を提出してください。
共同受付期間　１月15日㈪～24日㈬（土、日曜日は除く）
受付業種　測量・建設コンサルタント・公共嘱託登記等の業務
提出書類等　市ホームページおよび徳島県電子入札ホームページをご覧
ください。
提出先・問い合わせは　総務課（☎22−3804）へ

マイナンバーカードの申請が
市役所でできるようになりました

総務課からのお知らせ

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん

水道管の冬支度を！

第28回阿南市生涯学習推進大会

夜の冷え込みにご注意を
気温が氷点下になると、防寒のできていない
水道管は凍ったり破裂したりします。「むき
出しの水道管」、「北向きにある水道管」、「風
がよく当たる水道管」は、早めに手当てしま
しょう。
水道管が破裂したとき
水道メーターの箱の中にある止水栓（バルブ）
を閉めて水を止め、破裂した部分に布やテー
プなどで応急手当てをして、市指定上下水道
工事店協同組合（☎22−7608）または市指
定工事事業者に修理を依頼してください。
水道が凍って水が出ないとき
タオルをかぶせ、その上からぬるま湯をゆっ
くりとかけて溶かしてください。熱湯をかけ
ると破裂することがありますので、ご注意く
ださい。
防寒の方法

▼保温材を巻きます。蛇口付近は破裂しやす
いので、完全に包んでください。

▼保温材には、毛布や布などを利用してくだ
さい。また、保温材がぬれないようビニール
などを巻いてください。

▼メーターボックスの中
に毛布や布切れなどを
入れて、ふたの上にダ
ンボールを乗せるなど
して保温してください。

問い合わせは
水道課（☎22−3295）へ

生涯学習実践の成果を発表します。また、記
念講演もありますので、ぜひご参加ください。

日時　１月27日㈯　13:30開会
　　　（受付 13:00）
場所　富岡公民館

内容　

▼生涯学習活動の発表　
人形劇団プクプク人形劇公演

「こぶとりじいさん」、「筑波山麓男性合唱団」
阿波踊り健康体操
※伝統文化子ども教室によるお茶席

（１回200円）を、12:00から実施します。

▼記念講演　
「地域のネットワークを活かした公民館活動」
講師　徳島市西富田公民館　
　　　館長　岩佐重明さん
問い合わせは　生涯学習課（☎22−3391）へ
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セ・リーグ出場選手 パ・リーグ出場選手

投　手

白石　静生 広島東洋カープ

投　手

八木澤荘六 ロッテオリオンズ
中西　清起 阪神タイガース 佐野　慈紀 近鉄バファローズ
前田　幸長 読売ジャイアンツ 石井　　貴 西武ライオンズ
内藤　尚行 ヤクルトスワローズ 江尻慎太郎 北海道日本ハムファイターズ
藤田　太陽 阪神タイガース 捕　手 定詰　雅彦 千葉ロッテマリーンズ

捕　手 小田　幸平 読売ジャイアンツ
内野手

鈴木　　健 西武ライオンズ
相川　亮二 読売ジャイアンツ 大島　公一 オリックスバファローズ

内野手
斉藤　浩行 広島東洋カープ 吉永幸一郎 福岡ダイエーホークス
八木　　裕 阪神タイガース

外野手
佐々木　誠 福岡ダイエーホークス

高橋　雅裕 横浜ベイスターズ 村上　隆行 近鉄バファローズ

外野手
田尾　安志 阪神タイガース 柴原　　洋 福岡ソフトバンクホークス
川藤　幸三 阪神タイガース ※現在の時点で出場が確定している選手を掲載しています。屋鋪　　要 横浜ベイスターズ

歓迎レセプション

場所　ホテル石松
参加費　10,000 円
参加申込　阿南商工会議所（☎22－2301）

または下記野球のまち推進課へお
申し込みください。

大人の野球教室

場所　ＪＡアグリあなんスタジアム
参加費・資格　無料・35歳以上
持参物　運動のできる服装・帽子・シューズ・

グローブ
参加申込　野球のまち推進課へ郵便はがきま

たはファクスで氏名・年齢・連絡
先を記入の上、お申し込みください。

野球のまち推進課
〒774-8501　阿南市富岡町トノ町12番地3

（☎22－1297・FAX28－9886）

入場料　大人1,800円（当日2,000円）
　　　　小中学生1,200円（当日1,500円）
　　　　幼児（未就学児）無料
※１月 15 日㈪から、平惣書店、宮脇書店で

販売します。

３月17日が雨天中止の場合の日程変更

３月17日㈯　14:00～16:00　大人の野球教室
                  （場所：あななんアリーナ）
３月18日㈰　  9:40～10:00　オープニングセレモニー

10:00～12:30　オールスターゲーム

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22－1297）または四国放送営業開発部（☎088－655－7667）へ

セ監督　田尾 安志 パ監督　八木澤荘六

３月17日㈯
　14:40～15:00　オープニングセレモニー
　15:00～17:30　オールスターゲーム
　19:00～21:00　歓迎レセプション
３月18日㈰
　10:00～12:00　大人の野球教室

３月17日㈯ 15:00試合開始（13:00開場）
※９回戦または２時間30分の時間制限あり

ＪＡアグリあなんスタジアム

日時

場所

日程

セ・リーグＯＢ選抜

パ・リーグＯＢ選抜
VS
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■展示コーナー　10:00～20:00
※初日は開始時間が12:00、最終日は終了時間が15:00。

○賀上書道教室作品展　４日㈭～14日㈰まで
○私の陶芸とhobby（趣味）　16日㈫～28日㈰
○～冬のうれしい贈りもの～プリザ・キャンドル＆ジュ

エリー　30日㈫～２月12日（振休）
■体験コーナー

○星型あんどん作り
　13日㈯　13:00～15:00
【申込締切日】12日㈮　【参加費】3,000円　
【定員】５人　【持参物】なし
○阿波踊り活竹人形作り　28日㈰　13:00～15:00
【申込締切日】26日㈮　【参加費】600円
【定員】10人　【持参物】なし

光 １月の催しのまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！

110番の正しい利用を！
１月10日は「110番の日」です。「110番」は、事件や
事故など１分１秒を争う緊急事態を通報するための電話
です。本当に必要な人が、必要な時に110番回線がふさ
がり、警察への通報が遅れてしまっては、大変なことに
なってしまいます。「110番」は、正しくご利用くださ
い。
警察への相談等急がない内容などは、
警察相談電話　プッシュ回線（♯9110）、ダイヤル回線

（☎088−653−9110）をご利用くださ
い。

問い合わせは　阿南警察署（☎22−0110）へ

阿南警察署だより

徳島東部都市計画臨港地区（徳島小松島港および橘港）
の変更案について、次のとおり縦覧を行います。
●案の縦覧　
期間　１月15日㈪～29日㈪　※土、日曜日は除く
場所　県都市計画課またはまちづくり推進課
●意見書の提出
変更案に対し意見のある方は、縦覧期間中に限り、意見
書を県に提出することができます。

問い合わせは　県都市計画課（☎088−621−2566）
またはまちづくり推進課（☎22−1596）へ

徳島東部都市計画臨港地区の
変更案に関する縦覧について

募集期間　１月10日㈬～31日㈬
公表資料　「阿南市立地適正化計画」（素案）
公表場所　まちづくり推進課、各住民センター、那賀川

支所、羽ノ浦支所、市ホームページ
意見を提出できる方　①市内に在住、在勤または在学の

方
②市内に事務所または事業所を有

する方
③市に納税義務を有する方

提出方法　様式は自由ですが、氏名および住所を記入の
上、持参、郵送または電子メールにより提出
してください。また、意見提出用紙を公表場
所に用意していますので、ご利用ください。

※電話など口頭による受付はしません。
意見の公表　提出されたご意見は、氏名、住所等の個人

情報を除き、その内容を整理して原則公表
します。なお、意見等についての個別回答
はいたしませんので、ご了承ください。

問い合わせは　〒774-8501　富岡町トノ町12番地3　
まちづくり推進課（☎22−1596）へ
e-mail:toshikei@anan.i-tokushima.jp

「阿南市立地適正化計画」（素案）に関する
パブリックコメント(意見募集)を
実施します

あぶない !こんなに事故が

交通事故
件　　数
死　　者
負 傷 者

213件（2,172）
0人（       3）
25人（   233）

救　　急 件　　数
搬送人員

283件（3,145）
269人（3,031）

火　　災 件　　数
損 害 額

3件（  33）
0千円（35,244千円）

●阿南署管内平成29年11月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

問い合わせは　光のまちステーションプラザ（☎24−3141）へ

11月定例会（11月22日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

●教育長報告
①着実な学校経営の推進について
②教職員の人事管理について
③県市教育委員会合同訪問・人事関係について
④平成29年度全国学力・学習状況調査結果からみる傾

向と対策について
⑤業務改善およびコンプライアンス推進取組の実施に

ついて
⑥平成30年（度）の学校行事予定について

●阿南市野村靖奨学資金基金管理運用規程の制定について

●阿南市奨学資金貸付条例施行規則の一部を改正する規則
について

●阿南市立幼稚園条例施行規則の一部を改正する規則について

●平成30年阿南市成人式について

●第64回徳島駅伝の日程等について

※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育総務課（☎22−3299）へ
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＜分科会＞

会　　名 場　　所 研　　　究　　　概　　　要

第 １ 分 科 会
（ 就 学 前 教 育 ）

文化会館
２階　研修室

子どもの豊かで確かな育ちのために、園・所、家庭、地域が連携し、
人権教育・啓発を推進しよう。
就学前人権教育の意義と目的を明らかにし、その重要性をあらため
て確認し合い、教育（保育）の実践や、園・所、地域における人権
教育・啓発の取組について、共に考え実践していきましょう。

第 ２ 分 科 会
（小・中学校教育）

富岡公民館
２階　大ホール

心豊かでたくましい子どもを育てるために、人権意識を高めながら
連帯感のあるＰＴＡ活動を推進しよう。
学校・家庭・地域が連携し、一体となった地域の教育力の大切さが
叫ばれています。子ども・学校・家庭・地域がつながり合う人権教
育・啓発をどのように進めていくか、 ＰＴＡ活動や地域活動を中心
に参会者が思いを伝え合う中で考えていきましょう。

第 ３ 分 科 会
（ 高 校 ・ 高 専 ・
特別支援学校教育）

ロイヤルガーデン
ホテル　２階　
サローネの間Ｂ・Ｃ

一人ひとりの進路を保障するための教育を創造し、人権問題を自ら
の課題として捉え、あらゆる差別の解消に向けて実践できる人材を
育成しよう。
自らの進路を切り開いていく力を養うためには、学力の保障と自尊
感情を高めることができる教育の創造が重要です。学校・家庭・地
域がさらに連携を深め、「身元調査お断り」ワッペン運動等の啓発
活動を通して、知識理解だけにとどまらず、社会で実践できる人材
を育成しましょう。

第 ４ 分 科 会
（ 社 会 教 育 ）

文化会館
１階　視聴覚室

相手の立場に立ち、豊かな心を育むことを通して、すべての人の人
権が尊重される人権のまちづくりを推進しよう。
すべての市民が日常生活の中で「人権」の視点をもち、「人権」と
結びつけて考えることを通して、あらゆる差別や不合理を許さない
地域づくりに向けた教育・啓発活動を推進していきましょう。

第 ５ 分 科 会
（ 企 業 ・ 職 域 ）

ロイヤルガーデン
ホテル　２階
サローネの間Ａ

市内のすべての企業が人権問題を学習し、お互いの人権を守り、差
別のない明るい職場をつくろう。
企業内の人権教育・啓発への取組体制（社内指導者の養成等）を見
直し、強化することにより、企業人・社会人としての資質の向上を
めざした実践活動を推進しましょう。

第 ６ 分 科 会
（ 行 　 　 　 政 ）

ロイヤルガーデン
ホテル　別館
レジェンダ

公務員として要請されている課題と使命をもって「人権尊重のまち
づくり」に取り組んでいこう。

「阿南市人権施策基本方針」の趣旨に基づき、常に人権の視点に立
って日常業務を遂行するとともに、これまで培われてきた人権教
育・啓発の実績や成果を踏まえながら関係機関・職場・地域との連
携を密にした実践活動を推進しましょう。

※各分科会において手話通訳を希望される方は１月22日㈪まで、託児を希望される方（年齢制限10カ月から８
歳まで）は１月26日㈮までに人権教育課へお申し込みください。

申込み・問い合わせは　人権教育課（☎22−3392）へ

阿南市人権教育研究大会を次の日程で開催します。多数ご参加ください。　

趣旨　同和問題をはじめ、さまざまな人権問題を自らの課題として捉え、人権教育・啓発活動の具体的な実践に
ついて研究する。

日時　２月３日㈯　10:00～16:30（予定）　　参加費　700円（弁当・お茶付き）

研究内容および場所　
＜全体会＞　場所　夢ホール（文化会館）　　講演　演題　「部落差別解消推進法施行の意義と課題

〜変化する内外情勢をふまえて〜」
　　　　講師　近畿大学　教授　北口 末広 さん

阿南市人権教育研究大会にご参加ください
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部
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部

【
市
長
賞
】
花
芸
安
達
流

【
議
長
賞
】
池
坊

【
教
育
長
賞
】
遠
州

■
寒
蘭
展
の
部

【
市
長
賞
】
喜
多
條
隆
治

【
議
長
賞
】
喜
多
條
隆
治

【
教
育
長
賞
】
喜
多
條
隆
治

■
俳
句
の
部

【
市
長
賞
】
神
野
千
鶴
子

【
議
長
賞
】
近
藤
ま
い

【
教
育
長
賞
】
神
野
弘
子

■
短
歌
の
部

【
市
長
賞
】
松
島
博
子

【
議
長
賞
】
松
本
加
代
子

【
教
育
長
賞
】
金
本
ひ
ろ
み

■
学
童
展

科
学
経
験
発
表
の
部
（
１
～
４
年

生
）

【
市
長
賞
】

　

阪
本
奏
一
郎
（
富
岡
小
）

【
教
育
長
賞
】

　

原
田
明
依
（
津
乃
峰
小
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

　

岩
佐
悠
叶
（
長
生
小
）

科
学
経
験
発
表
の
部
（
５
、
６
年

生
）

【
市
長
賞
】

　

祖
父
江
結
子
（
富
岡
小
）

【
教
育
長
賞
】

　

鎌
田
智
江
（
桑
野
小
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

　

廣
浦
俊
介
（
橘
小
）

科
学
経
験
発
表
の
部
（
中
学
生
）

【
市
長
賞
】
山
下
乃
愛
、
大
地

凪
、
國
清
咲
良
、
新
川
文
香
、
八

木
麻
理
奈
、
山
崎
優
真
、
若
松
凜

華
（
富
岡
東
中
）

【
教
育
長
賞
】
森
野
星
弥
（
加
茂

谷
中
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

　

濵　

嘉
剛
（
那
賀
川
中
）

中林町
長尾 浩史さん

消防庁長官表彰 おめでとうございます

市消防団副団長
加茂　清さん

元市消防団中野島分団長
松田 新治さん

市消防団副団長
原　耕さん

消防庁長官表彰永年勤続功労章は、永年（25年
以上）勤続し、勤務成績が優秀で他の模範となる
と認められる消防団員、消防吏員に対して総務省
消防庁長官より表彰されるもので、勲章・褒章な
どの栄典に準じ、最も栄誉あるもののひとつです。
消防庁長官表彰（永年勤続功労章）を受章された
方をご紹介します。

【永年勤続功労章】
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秋
の
叙
勲

旭
日
単
光
章田村 智照さん

長生町（73歳）

　

田
村
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
６
月

に
阿
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

に
就
任
し
て
以
来
、
40
年
の
長
き

に
わ
た
り
的
確
な
指
導
力
を
発
揮

し
て
国
政
選
挙
や
各
地
方
選
挙
の

管
理
、
執
行
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
選
挙
啓
発
活
動
で
は
明
る

い
選
挙
推
進
の
た
め
、
投
票
率
の

向
上
と
明
る
い
選
挙
の
実
現
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

褒
　
章

紺

綬

褒

章荒井　忍さん
宝田町（84歳）

　

荒
井
さ
ん
は
、
多
額
の
私
財
を

日
本
赤
十
字
社
に
寄
附
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
31
年
４
月
に
大
蔵
省
に

奉
職
し
て
以
来
、
四
国
財
務
局
高

知
財
務
事
務
所
長
な
ど
を
歴
任
さ

れ
、
34
年
の
長
き
に
わ
た
り
財
務

行
政
の
充
実
と
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
現
在
は
、
株
式
投

資
家
と
し
て
生
涯
現
役
を
め
ざ
し

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章湯浅 芳明さん

加茂町（71歳）

　

湯
浅
さ
ん
は
、
昭
和
39
年
４
月

に
徳
島
県
巡
査
を
拝
命
し
て
以
来
、

42
年
の
長
き
に
わ
た
り
警
察
職
務

に
精
励
し
、
警
察
各
般
に
お
い
て

多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
る
な
ど
、

公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
刑
事
警
察
部
門
に
お
い

て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章小濵　理さん

中林町（71歳）

　

小
濵
さ
ん
は
、
昭
和
45
年
４
月

に
徳
島
県
巡
査
を
拝
命
し
て
以
来
、

36
年
の
長
き
に
わ
た
り
警
察
職
務

に
精
励
し
、
警
察
各
般
に
お
い
て

多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
る
な
ど
、

公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
地
域
警
察
部
門
に
お
い

て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

西條 利朗さん
宝田町（82歳）

　

西
條
さ
ん
は
、
宝
田
分
団
員
と

し
て
約
９
年
間
の
経
歴
の
の
ち
、

昭
和
40
年
５
月
に
阿
南
市
消
防
吏

員
と
し
て
拝
命
以
来
、
初
代
の
救

急
業
務
分
隊
長
を
務
め
る
な
ど
、

約
35
年
の
長
き
に
わ
た
り
常
に
災

害
は
も
と
よ
り
常
備
消
防
の
広
域

化
や
消
防
力
の
拡
充
等
の
事
業
に

率
先
し
て
先
頭
に
立
ち
、
消
防
任

務
遂
行
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
退

職
後
は
、
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章木本 輝夫さん

上大野町（88歳）

　

木
本
さ
ん
は
、
昭
和
24
年
４
月

か
ら
徳
島
県
内
の
小
中
学
校
教

諭
、
教
頭
、
校
長
と
し
て
、
41
年

の
長
き
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
充

実
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
図
工
科
の
指
導
や
道
徳
教
育

の
推
進
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ

ま
し
た
。
退
職
後
は
、
豊
か
な
経

験
と
人
望
を
生
か
し
、
地
域
の
世

話
役
を
引
き
受
け
る
な
ど
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

石川 廉瓏さん
羽ノ浦町（88歳）

　

石
川
さ
ん
は
、
昭
和
21
年
に
大

蔵
省
に
奉
職
し
て
以
来
、
41
年
の

長
き
に
わ
た
り
税
務
行
政
事
務
の

充
実
と
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
阿
南
税
務
署
長
、
鳴
門

税
務
署
長
な
ど
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

申
告
納
税
制
度
の
維
持
に
多
大
の

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
退
職
後
は
、

税
務
の
専
門
家
・
税
理
士
と
し
て

納
税
義
務
の
適
正
な
実
現
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

岡久 幸一さん
富岡町（88歳）

　

岡
久
さ
ん
は
、
昭
和
22
年
に
大

蔵
省
に
奉
職
し
て
以
来
、
40
年
の

長
き
に
わ
た
り
税
務
行
政
事
務
の

充
実
と
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
徳
島
税
務
署
副
署
長
、

池
田
税
務
署
長
な
ど
要
職
を
歴
任

さ
れ
、
税
務
行
政
確
立
の
た
め
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
退
職
後
は
、
税

理
士
と
し
て
資
産
税
関
係
の
事
務

の
た
め
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平成29年秋の叙勲受章者が発表され、
阿南市では次の方々が受章されました。
その他の表彰等と併せてご披露します。

（11月30日発表分まで、掲載のご了解が得られ
た方を紹介しています。一部敬称略）

長年の功績　栄えある受章
おめでとうございます
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出口 泰夫さん
羽ノ浦町（88歳）

　

出
口
さ
ん
は
、
昭
和
21
年
８
月

に
徳
島
区
裁
判
所
に
奉
職
し
て
以

来
、
法
務
事
務
官
と
し
て
徳
島
地

方
法
務
局
阿
南
支
局
長
、
同
法
務

局
登
記
部
門
首
席
登
記
官
等
を
歴

任
さ
れ
、
法
務
行
政
に
多
大
な
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
退
職
後
は
、

司
法
書
士
と
し
て
業
務
に
精
励
し
、

身
近
な
法
律
家
と
し
て
地
域
住
民

か
ら
信
望
を
集
め
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章樫原 信夫さん

山口町（88歳）

　

樫
原
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
11
月

に
地
域
住
民
か
ら
推
さ
れ
て
阿
南

市
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
３

期
12
年
の
長
き
に
わ
た
り
地
方
自

治
発
展
の
た
め
情
熱
を
注
が
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
副
議
長
や
文
教

厚
生
委
員
会
委
員
長
等
の
要
職
を

歴
任
し
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
に

尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
政
各

般
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大
臣
表
彰

法
務
大
臣
表
彰近藤 一史さん

羽ノ浦町（68歳）

　

近
藤
さ
ん
は
、
平
成
10
年
に
保

護
司
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
長
き

に
わ
た
り
地
域
の
更
生
保
護
活
動

に
貢
献
さ
れ
、
罪
を
犯
し
た
多
く

の
人
の
更
生
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
阿
南
那
賀
地
区
保
護

司
会
副
会
長
と
し
て
会
の
運
営
に

努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

福住 敏一さん
那賀川町（69歳）

　

福
住
さ
ん
は
、
平
成
９
年
に
保

護
司
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
長
き

に
わ
た
り
地
域
の
更
生
保
護
活
動

に
貢
献
さ
れ
、
罪
を
犯
し
た
多
く

の
人
の
更
生
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
阿
南
川
北
分
区
長
と

し
て
分
区
の
保
護
司
の
指
導
に
当

た
り
社
会
を
明
る
く
す
る
活
動
を

率
先
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

津山 忠彦さん
上大野町（75歳）

　

津
山
さ
ん
は
、
昭
和
63
年
に
食

品
衛
生
指
導
員
に
委
嘱
さ
れ
て
以

来
、
阿
南
食
品
衛
生
協
会
理
事
、

副
会
長
と
し
て
会
員
の
衛
生
知
識

の
普
及
・
向
上
、
協
会
組
織
の
強

化
お
よ
び
協
会
事
業
の
推
進
に
尽

力
す
る
と
と
も
に
食
品
衛
生
行
政

に
積
極
的
に
協
力
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

■
民
生
委
員
優
良
活
動
団
体

阿
南
市
富
岡
地
区
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会

　

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
活
動

を
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
献
血
功
労

阿
南
工
業
高
校

阿
南
中
央
病
院

　

多
年
に
わ
た
り
献
血
の
推
進
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
土
交
通
大
臣
表
彰
功
労
者

■
自
動
車
関
係

古
川　

博
さ
ん
（
福
井
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
ト
ラ
ッ
ク
事
業

の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

■
鉄
道
関
係

面
田 

哲
也
さ
ん
（
横
見
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
鉄
道
業
務
に
精

励
さ
れ
ま
し
た
。

■
建
設
事
業
関
係

近
藤 

光
男
さ
ん
（
宝
田
町
）

　

都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ

る
整
備
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

■
道
路
愛
護

福
井
町
セ
ニ
ヤ
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

清
掃
活
動
を
自
発
的
に
行
い
、

道
路
愛
護
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
表
彰

野
村 

幸
子
さ
ん
（
富
岡
町
）

　

多
額
の
私
財
を
阿
南
市
に
奨
学

資
金
と
し
て
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

乾　

照
美
（
長
生
町
）

社
会
福
祉
施
設
功
労
者

森　

万
里
子

八
木
宏
明

徳
島
県
社
会
福
祉
大
会

■
名
誉
大
会
長
（
知
事
）
表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

太
居
雅
敏
（
椿
泊
町
）

中
川
美
枝
子
（
椿
泊
町
）

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

松
本
公
恵
（
羽
ノ
浦
町
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
団
体

浅
野
青
史
（
長
生
町
）

お
も
ち
ゃ
の
図
書
館
グ
ル
ー
プ

（
那
賀
川
町
）

影
絵
グ
ル
ー
プ
お
ん
ご
ろ
う
一
座

（
那
賀
川
町
）

桑
野
地
域
の
安
全
を
守
る
会
（
山

口
町
）

寿
瞳
い
け
ば
な
教
室
（
富
岡
町
）

赤
飯
調
理
・
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
（
那
賀
川
町
）

調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
つ
く
し
の
会

（
那
賀
川
町
）

西
方
花
の
会
（
長
生
町
）

■
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
・
団
体

稲
生
哲
也
（
加
茂
町
）

岩
本
繁
子
（
那
賀
川
町
）

表
原
英
代
（
畭
町
）

黒
田
真
貴
子
（
羽
ノ
浦
町
）

佐
々
木
菜
緒
美
（
羽
ノ
浦
町
）

澤
田
康
幸
（
那
賀
川
町
）

新
濵
昌
子
（
津
乃
峰
町
）

浜
田
信
二
（
那
賀
川
町
）

森
田
真
由
美
（
富
岡
町
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
団
体

阿
南
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
（
富
岡
町
）

美
尺
会
（
柳
島
町
）

■
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

川
原
義
弘
（
羽
ノ
浦
町
）
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市民の応援を背に
がんばれ！阿南市チーム

チーム一丸となり、３位入賞をめざす！

▼第64回徳島駅伝コース
第１日（１月４日）　海陽町～美波町由岐～徳島市

〔17区間〕  95.5㎞
第２日（１月５日）　徳島市～鳴門市～三好市池田町

〔15区間〕  88.8㎞
第３日（１月６日）　三好市池田町～徳島市

〔11区間〕  72.5㎞

合計　〔43区間〕256.8㎞

▼阿南市内通過予定時刻
第１日（１月４日）
　　　美波町由岐警察官駐在所前

　　　　　　↓　10 区（7.9㎞）
11:01　福井駅前

↓　11 区（9.3㎞）
11:29　津乃峰地区防災公園口
12:00　津乃峰地区防災公園口（再出発）

↓　12 区（4.4㎞）
12:13　徳島新聞社阿南支局前

↓　13 区（7.2㎞）
12:35　ローソン羽ノ浦中庄店前

↓　14 区（7.3㎞）
ケアハウス　健祥会アムス（旧市営
芝生川橋バス停）前

監督として４度目の徳島駅伝に臨む森　泰英さんに、今
年にかける意気込みを伺いました。

「新加入の選手が多く、厳しい競走が予想されます。強
化合宿を行うなど選手個々のレベルアップを図り、本番
に挑みます。また、本番で力を発揮できるよう体調管理
に気を付けます。３位をめざ
し、最終日のゴールまで走り
抜くので、声援よろしくお願
いします」
女子総合では昨年４年連続優
勝するなど、今年も県内トッ
プクラスの実力を誇る阿南市
チーム。さて、今年はどんな
名勝負を演じてくれるか。１
月４日午前７時30分。戦い
の火蓋が切られます。

全力応援　第64回徳島駅伝

※上記の時刻は先頭チームの通過時刻を想定
しています。

新春の阿波路を駆け抜ける第64回徳島駅伝が１月４日
に開幕します。昨年、阿南市チームは最終日まで上位争
い。終盤３連続区間賞と猛追しましたが、３位小松島市
チームに２分33秒及ばず４位となりました。今年も上
位入賞をめざし、チーム一丸となって練習に取り組んで
います。スタートラインに立つ監督や選手の皆さんをご
紹介します。

練習する阿南市チーム（12月３日・阿南高専グラウンド）

頑張ろう三唱（12月17日・ひまわり会館）

監督の森　泰英さん
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結団式での阿南市チーム（12月17日・ひまわり会館）

▼阿南市チーム監督・選手
区　分 名　前 所属（学校名） 学年 出場

回数 徳島駅伝に臨む決意・抱負

監　　督 森　　泰英 日亜化学工業株式会社 28 ３位争いができるように頑張っていきたいと思います。
コーチ兼男子選手 武谷　佳典 日亜化学工業株式会社 11 ベテランらしい粘りのある走りでチームに貢献します。
コーチ兼男子選手 中川　卓也 徳島東警察署 2 成長させてくれた全ての方に感謝。自分の全てを出し切ります！
マネージャー兼女子選手 折野　加奈 三井住友海上 7 ４年ぶりの徳島駅伝。笑顔で楽しんで頑張ります。
男子選手（主将） 山﨑　優希 日亜化学工業株式会社 12 主将４年目。今年は集大成の年にしたいと思います。

男子選手

吉田　侑祐 日亜化学工業株式会社 18 選ばれたことに感謝。本番までに調子を上げて臨みます。
結城　直哉 日亜化学工業株式会社 15 チームに貢献できる走りができるように頑張ります。
稲岡　哲平 日亜化学工業株式会社 12 昨年走れず迷惑をかけた悔しさをバネに精一杯頑張ります。
新田　一樹 日亜化学工業株式会社 初 選んでいただいたことに感謝。力を出し切れるよう頑張ります。
南谷　　塁 阿南市陸上競技協会 14 阿南市チームに少しでも貢献できるよう頑張ります！
國行　麗生 東海大学 4 7 阿南市チームのために全力で走ります。応援よろしくお願いします。
西條　功一 関西大学 3 8 区間賞を狙って、全力で走ります。
前田　大悟 大阪学院大学 1 5 チームの目標達成のため自分の走りで良い流れを作り出します！
新居　卓也 四国大学 1 6 選んでいただいたことを誇りに、今出せる力を精一杯出し切ります。
折野　僚紀 徳島科学技術高等学校 2 2 チームのためにしっかりと自分の走りをして貢献したいと思います。
松浦　賢奬 小松島高等学校 2 3 自分にできることを、やり残しなく取り組みます。
生田　琉海 徳島科学技術高等学校 1 4 一生懸命チームの一員として頑張って走りたいと思っています。
神野　　悠 つるぎ高等学校 1 2 ２回目の徳島駅伝。今年はチームに貢献できるように頑張ります。
山本　航輝 阿南中学校 3 初 チームの優勝めざして、区間賞が取れるよう全力を出し切る。
石井　嵩也 阿南第一中学校 3 初 チームの優勝に貢献する。全ての力を出し切り、たすきをつなぎます。
尾花　碧生 阿南第一中学校 2 初 皆さんの足を引っ張らないように、チームのため精一杯頑張ります。
梅本　　翼 那賀川中学校 3 2 去年よりいい記録を出してチームに貢献する。区間賞を狙います。
小出　橘平 那賀川中学校 3 2 これが中学校最後の駅伝。全力を尽くして走りたいと思います。
山本　健介 阿南第二中学校 2 2 チームのためになれるよう経験を生かし、精一杯頑張りたい。
竹本　　迅 羽ノ浦中学校 2 初 徳島駅伝は、貴重な経験。自分が持つ全力を出したいと思います。
児島雄一郎 羽ノ浦中学校 1 初 阿南市代表の誇りを胸に、１年生らしく元気に走ります。
井田　敦士 富岡東中学校 2 初 気持ちで絶対負けずに自分の実力を全て出す！

女子選手

福良　郁美 大塚製薬株式会社 5 チーム全員が笑顔で終われるよう、しっかりと自分の走りをしたい。
小林　璃々 富岡東高等学校 1 4 チームの力になれるような走りができるよう一生懸命頑張る！
古山　育弥 鳴門高等学校 1 3 メンバーに選んでいただいたので、チームに貢献できるよう頑張りたい。
中山　花楓 羽ノ浦中学校 2 2 阿南市のチームに選ばれてうれしい。全力で楽しく頑張ります。
治尾優衣奈 羽ノ浦中学校 1 初 選手に選ばれ、うれしい。自分らしい走りができるように精一杯頑張る。
西内　心瑠 阿南第二中学校 2 2 選んでいただきありがとうございます。阿南市に貢献できるように頑張る。
西内　碧莉 阿南第二中学校 1 初 選手に選ばれてうれしいです。チームに貢献できるように頑張ります。
岡崎真理子 那賀川中学校 1 初 練習に全力を尽くし、チームのために頑張って良い結果を出したい。

男子選手
（小学生）

奥村　流星 羽ノ浦小学校 6 初 初めての出場ですが、緊張せずいつも通りに走りたい。
櫻川　紫琉 富岡小学校 6 初 選ばれて、とてもうれしい。自分の力を出し切って記録を残したい。

女子選手
（小学生）

岩佐　寧々 見能林小学校 6 初 お父さんが徳島駅伝に出場していたので、私も負けないように頑張りたい。
大西　楓來 見能林小学校 5 初 初めての駅伝に挑戦。自分の走りができるように頑張りたい。
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主
要
施
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

２
年
前
の
市
長
４
期
目
就
任
に
当
た
り
、

「
阿
南
に
住
む
幸
せ
を
次
世
代
へ
」
を
理
念

と
し
て
、
地
方
創
生
に
向
け
た
主
要
施
策
45

項
目
の
公
約
を
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
取

組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
任
期
の

折
り
返
し
点
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
公
約
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
概
要
を
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、「
子
育
て
支
援
の
充
実
」
で
あ
り
ま

す
が
、
医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
18
歳
ま

で
延
長
済
み
で
あ
り
、
保
育
施
設
の
整
備
で

は
岩
脇
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
待
機
児
童
の
減
少
に
向
け
た
保
育

士
の
確
保
と
処
遇
の
改
善
に
加
え
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
の
保
育
の
充
実
お
よ
び
私
立
幼
稚
園

保
育
料
軽
減
へ
の
支
援
の
ほ
か
、
不
妊
治
療

の
支
援
拡
充
、
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

次
に
、「
地
域
医
療
の
確
立
」
で
は
、
阿

南
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
お
よ
び
市
が
建

設
す
る
阿
南
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
が
、
と
も
に
着
工
済
み
で
あ
り
、
阿
南
医

療
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る
地
域
医
療
体
制

の
確
立
に
向
け
た
取
組
が
進
捗
し
て
い
る
ほ

か
、
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
支
援
拡

大
や
美
容
室
に
血
圧
計
を
備
え
る
な
ど
、
市

民
が
定
期
的
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
も
事
業
を

推
進
中
で
す
。

　

次
に
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
津
波
対
策
」

で
あ
り
ま
す
が
、
津
波
発
生
時
の
緊
急
避
難

場
所
と
し
て
「
命
山
」（
人
工
高
台
）
の
整

備
事
業
が
進
行
し
て
い
る
ほ
か
、
県
と
連
携

し
た
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
の
促
進
、
危

険
廃
屋
等
の
除
却
支
援
事
業
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
常
に
時
代
の
潮
流
を
読
み
取

り
、
一
歩
先
を
見
据
え
、
本
市
の
持
つ
強
み

を
最
大
限
生
か
し
な
が
ら
、
相
乗
効
果
の
高

い
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
紙
面
の
都
合
上
、
主
要
施
策
の
一
部
の
み

を
掲
載
し
ま
し
た
。
全
項
目
の
進
捗
状
況
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
議
会
会
議
録
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

庁
舎
建
設
事
業

　

庁
舎
建
設
事
業
も
い
よ
い
よ
最
終
年
度
を

迎
え
、
平
成
25
年
３
月
の
工
事
着
手
か
ら
５

年
目
と
な
る
本
年
度
は
、
新
庁
舎
北
側
お
よ

び
東
側
の
外
構
整
備
と
、
仮
庁
舎
敷
地
の
来

庁
者
用
の
駐
車
場
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

新
庁
舎
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
、
使
用
し

て
い
ま
し
た
第
１
仮
庁
舎
（
旧
阿
南
保
健

所
）
で
す
が
、
解
体
工
事
が
平
成
29
年
10
月

末
に
完
了
し
、
解
体
跡
地
の
駐
車
場
整
備
と

新
庁
舎
北
側
の
外
構
整
備
を
並
行
し
て
進
め

て
い
ま
す
。

　

１
月
か
ら
は
、
新
庁
舎
東
側
の
外
構
お
よ

び
駐
輪
場
工
事
と
、
第
２
仮
庁
舎
（
旧
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
）
北
側
の
第
２
駐
車
場
と
郵
便
局

西
側
の
第
３
駐
車
場
を
合
わ
せ
た
約
４
０
０

０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
来
庁
者
お
よ
び
公
用
車

の
駐
車
場
と
し
て
、
引
き
続
き
整
備
を
進
め

ま
す
。
駐
車
場
整
備
に
よ
り
、
１
３
３
台
の

駐
車
が
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
、
労
働
基
準

監
督
署
跡
地
の
市
有
地
も
公
用
車
駐
車
場
と

し
て
併
せ
て
整
備
し
、
軽
自
動
車
10
台
余
り

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
ま
す
。

　

新
庁
舎
外
構
整
備
、
駐
車
場
整
備
と
も
本

年
度
内
の
完
成
を
見
込
ん
で
お
り
、
当
該
工

事
の
完
成
に
よ
り
、
長
年
に
わ
た
る
庁
舎
建

設
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
業
が
完
了
し
ま
す
。

図
書
館
の「
障
が
い
者
郵
送
貸
出

サ
ー
ビ
ス
」の
実
施
に
つ
い
て

　

図
書
館
で
は
、
す
べ
て
の
市
民
に
等
し
く

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
め
ざ

し
、
従
来
か
ら
、
図
書
館
利
用
に
障
が
い
の

あ
る
方
々
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
大
活
字

本
、
点
字
図
書
、
録
音
資
料
等
の
障
が
い
者

サ
ー
ビ
ス
用
資
料
の
収
集
や
提
供
、
ま
た
、

拡
大
読
書
器
、
老
眼
鏡
、
ル
ー
ペ
等
に
よ
る

読
書
の
援
助
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

図
書
館
で
の
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り

一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
１
月
５
日
か

ら
「
障
が
い
者
郵
送
貸
出
サ
ー
ビ
ス
」
を
新

た
に
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
「
障
が
い
者
郵
送
貸
出
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
有
す
る
方
が
希

望
す
る
図
書
館
資
料
を
電
話
、
メ
ー
ル
ま
た

は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
図
書
館
に
お
申
し
込
み

い
た
だ
き
、
日
本
郵
便
株
式
会
社
の
「
心
身

障
が
い
者
用
ゆ
う
メ
ー
ル
」
を
利
用
し
て
、

自
宅
に
郵
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
資
料
の
返

却
も
郵
送
で
行
う
た
め
、
利
用
者
は
来
館
の

必
要
が
な
く
、
自
宅
に
い
な
が
ら
図
書
館
資

料
を
自
己
負
担
な
く
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

12
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

　
12
月
議
会
が
12
月
６
日
か
ら
22
日
ま
で
の
17
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
日
に
は
、
議
案
審

議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、
市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

　
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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認
知
症
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

　

本
市
に
お
い
て
、
近
年
、
認
知
症
高
齢
者

が
行
方
不
明
に
な
る
事
案
が
多
発
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
行
方
不

明
高
齢
者
の
身
元
確
認
や
関
係
者
間
の
情
報

共
有
を
目
的
と
し
た
新
規
事
業
を
平
成
29
年

12
月
１
日
か
ら
開
始
し
て
お
り
、
認
知
症
高

齢
者
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
在
宅
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
阿
南
市
高
齢
者
等
見
守
り
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
事
業
」
は
、
認
知
症
状
の
あ
る
高

齢
者
等
の
緊
急
連
絡
先
を
市
に
登
録
し
て
い

た
だ
き
、
登
録
番
号
を
記
載
し
た
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

を
常
に
身
に
付
け
る
こ
と
で
、
高
齢
者
が
徘は

い

徊か
い

等
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
登
録
番
号
を
、
市
の
介

護
・
な
が
い
き
課
ま
た
は
消
防
本
部
に
連
絡

い
た
だ
く
こ
と
で
、
身
元
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
、
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

次
に
、「
阿
南
市
徘
徊
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
は
、
徘
徊
の
お
そ
れ

の
あ
る
認
知
症
高
齢
者
等
の
写
真
お
よ
び
情

報
を
あ
ら
か
じ
め
市
お
よ
び
消
防
本
部
に
登

録
し
て
お
く
こ
と
で
、
行
方
不
明
者
発
生
時

に
お
け
る
早
期
発
見
と
家
族
等
へ
の
支
援
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

行
方
不
明
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
消
防

本
部
や
高
齢
者
お
世
話
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
地

域
の
関
係
機
関
か
ら
構
成
す
る
「
徘
徊
高
齢

者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
置
し
、

徘
徊
高
齢
者
等
の
情
報
を
協
力
機
関
に
電
子

メ
ー
ル
で
送
信
す
る
な
ど
、
早
期
発
見
・
保

護
を
め
ざ
し
て
実
施
し
ま
す
。

野
球
の
ま
ち
推
進
事
業
に
つ
い
て

　

２
０
２
０
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、「
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な

ん
ス
タ
ジ
ア
ム
」
や
「
あ
な
な
ん
ア
リ
ー

ナ
」
な
ど
、
充
実
し
た
練
習
環
境
を
生
か
し

て
、
野
球
競
技
に
出
場
す
る
チ
ー
ム
の
事
前

合
宿
の
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
合

宿
誘
致
を
担
当
す
る
徳
島
県
県
民
環
境
部
の

国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
室
か
ら
、
県
と
一
致
協

力
し
て
台
湾
チ
ー
ム
の
合
宿
誘
致
に
尽
力
し

て
ほ
し
い
と
の
要
請
を
受
け
、
県
と
と
も
に

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

交
渉
に
あ
た
り
、
徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ

ク
ス
球
団
が
台
湾
野
球
界
と
強
い
パ
イ
プ
が

あ
り
、
全
面
的
な
協
力
体
制
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
台
湾
か
ら
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク

ス
に
所
属
し
て
い
た
張
泰
山
さ
ん
が
台
湾
球

界
を
代
表
す
る
有
名
選
手
で
あ
り
、
台
湾
球

界
に
発
言
力
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
が
「
国

際
ス
ポ
ー
ツ
親
善
大
使
」
を
委
嘱
し
、
任
に

当
た
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
７
月
に
は
、
担
当
職
員
を
派
遣

し
、
張
泰
山
さ
ん
と
信
頼
関
係
を
深
め
る
と

と
も
に
台
湾
野
球
協
会
の
要
人
と
協
議
を
重

ね
て
い
て
、
早
け
れ
ば
１
月
中
に
も
、
台
湾

野
球
協
会
の
視
察
団
が
本
市
を
視
察
し
て
く

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
昨
年
、
本
市
で
中
国
の
プ

ロ
野
球
チ
ー
ム
が
合
宿
し
た
際
に
、
那
賀
川

女
性
協
議
会
や
Ａ
Ｂ
Ｏ
60
な
ど
の
皆
さ
ん

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
て
い
た
だ
い
た
温

か
い
お
も
て
な
し
が
、
交
流
の
あ
る
台
湾
の

野
球
関
係
者
に
口
コ
ミ
と
な
っ
て
伝
わ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
好
結
果
を
呼
ん
で
い
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
域
に
お
け
る
商
業
施
設
等
の

進
出
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
に
、
本
市
の
特
性
を
生
か
し

た
土
地
利
用
の
誘
導
を
促
す
た
め
、
県
か
ら

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
許
可
制
度
の
権

限
移
譲
を
受
け
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、
本
市
独
自
の
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
区
域
お
よ
び
目
的
等
を

定
め
、
商
業
施
設
等
の
立
地
に
関
す
る
規
制

緩
和
を
促
進
す
る
も
の
と
し
、
市
街
化
区
域

に
隣
接
す
る
幹
線
道
路
沿
道
等
を
中
心
に
開

発
を
誘
導
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
権
限
移
譲
前
に
は
困

難
で
あ
っ
た
大
型
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な

ど
が
次
々
と
出
店
す
る
こ
と
に
な
り
、
市
民

の
皆
さ
ま
が
市
外
へ
買
い
物
に
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
が
、
市
内
で
済
ま
せ

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
移
動
距
離
の
少
な

い
生
活
環
境
の
実
現
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
生
活
・
サ
ー
ビ
ス
機

能
を
有
す
る
施
設
を
既
存
市
街
地
の
中
心
部

や
地
域
の
拠
点
に
誘
導
す
る
べ
く
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
検

討
し
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。全

国
足
利
氏
ゆ
か
り
の
会
総
会

に
つ
い
て

　

平
成
29
年
10
月
25
日
に
神
奈
川
県
鎌
倉
市

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
全
国
足
利
氏

ゆ
か
り
の
会
総
会
」
に
お
い
て
、
平
成
30
年

度
の
第
33
回
総
会
を
本
市
で
開
催
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
の
総
会
開
催
は
、
平
成
19
年
度
の

第
22
回
総
会
以
来
、
11
年
ぶ
り
３
回
目
と
な

り
ま
す
。

　

全
国
足
利
氏
ゆ
か
り
の
会
は
、
９
市
町
お

よ
び
50
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
総
会
に

は
、
足
利
家
第
28
代
目
当
主
で
あ
る
足
利
義

弘
様
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
か
ら
本
市
に
お

越
し
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
開
催
に
向
け
、
鋭
意
準
備
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨
部

分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご

覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
後
日
作
成
す
る
市
議
会
会
議

録
は
、
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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蒲生田岬駐車場に「なると俳句会」代表の福島せいぎさん
（79歳・徳島市）が詠んだ句が刻まれた句碑が建立されま
した。句碑は高さ約2.4メートルの石製で、徳島彫刻集団
の居上真人さん（54歳・鳴門市）が制作したもの。蝶の
形のモニュメントに句「恋の日の　白き灯台　黒揚羽」が
刻まれていて、恋する灯台の蒲生田岬灯台がある岬にぴっ
たりなものになりました。観光の名所になってほしいと福
島さんが発案しました。11月18日に現地で除幕式が行わ
れました。

蒲生田岬に恋の歌　句碑が建立される

中野島小学校６年生26人が、11月15日に県立南部テクノス
クール（桑野町）で職業体験を行いました。これは、小学生
に早い時期から職業観を育んでもらい、雇用のミスマッチや
入社後の早期離職の解消につなげようと南部テクノスクール
が主催したもの。児童は職員などから指導を受けながら、本
物の訓練機械・器具を使って、タイヤ交換やエアブラシ塗装、
ミニ畳製作の作業に取り組みました。

職業観を育む　テクノスクールで職業体験

阿南市や地域の出来事を
いち早くチェック！

市ホームページからご覧いただけます。
http://www.city.anan.tokushima.jp/

阿南市フェイスブック

八
や

桙
ほこ

神社（長生町宮内）所蔵の国指定重要文
化財「紙本墨書二品家政所下文附紺紙金泥法
華経八巻」の修理作業が完了しました。修理
は、平成27年４月から約２年間かけて文化
財専門の修理会社である株式会社　文化財保
存（奈良県）が行いました。修理完了を祝っ
て式典と特別公開が11月19日に長生公民館
で行われ、約300人が来場し貴重な文化財を
鑑賞していました。

（写真上：紺紙金泥法華経、下右：式典のよ
うす、下左：特別公開のようす）

国指定重要文化財「法華経八巻」
修理が完了し、特別公開

温泉保養施設のかもだ岬温泉で、11月26日に“ いいふろ”
にちなんだイベントが行われました。当日は一般入浴料が
半額になったほか、抽選で午前午後の各部50人に記念品
が当たるお楽しみ抽選会が行われ、たくさんの入浴客でに
ぎわいました。形部信子さん（橘町）は、「お風呂から見
える海の景色がとてもきれいです。体が温まりました」と
話していました。かもだ岬温泉では、毎月26日は26（ふろ）
の日で一般入浴料が半額になります。

身も心もあったまる　かもだ岬温泉でイベント
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劇団〈夢創〉の第18回公演「僕たち、私たちの夢2017カ
ッコちゃんと素敵な仲間たち！Ⅱ」が、12月２日、３日に
文化会館で上演されました。石川県の特別支援学校
元教諭の山元加津子さんの体験をもとにしたこの物語
は、難病を患う子どもたちが病気と向き合い、諦めず
に夢を追う姿を描く感動の音楽劇。劇団員の心を打つ
演技や歌声に、会場にはすすり泣く声が響きました。
下大野町出身で演出家の遠藤吉博さんは、「多くの人
に見ていただき、どんな境遇にある子どもたちも夢を追い
続けてほしいと願っています」と話していました。

劇団夢創が音楽劇を上演
文化財に関する講演会「文化財講座」が12月２日に
文化会館で開催され、約20人が参加しました。講師は、
阿南市文化財保護審議会委員である小笠原憲四郎先生
が「地質学からみた津波の記録と南海地震」、同議員
の高島芳弘先生が「若杉山遺跡について」、同議員の
浅川實先生が「植物相・昆虫相からみる温暖化につい
て」という演題で講演されました。みんな講師の先生
の話を熱心に聞き、文化財に関する理解を深めていま
した。

文化財への理解を深める

平成29年阿南市議会第１回臨時会が12月
１日に開会し、正副議長、各常任委員会委
員、議会運営委員会委員が選任されました。
各委員会の構成については、阿南市議会の
ホームページをご覧ください。
また、市民の皆さまに市議会をよりよく知
っていただくために、12月６日に開会し
た12月定例会からケーブルテレビ（11チ
ャンネル）による本会議のライブ中継が実
施されています。

阿南市議会　正副議長が選任
定例会のライブ中継が始まる

「高校生みらい会議」が11月23日に市役所市民交流ロ
ビーで開催され、市内の高校生17人が参加しました。
これは、本市と大正大学の連携事業「あなん未来会
議」で超長期未来を見据えた人材育成をテーマに開催
されたもの。委員や大正大学生を交えて、本市の未来
像やそのために自分がしたいことなど活発に意見交換
を行いました。溝木綾友さん（富岡東高校羽ノ浦校３
年）は、「地域について考える授業が必要だと思いま
す。このような雰囲気の中話し合うことで、より深く
考えられると思いました」と話していました。

「高校生みらい会議」を開催

議長（第54代）
住友 進一さん

（62歳・那賀川町）

副議長（第58代）

林　孝一さん
（71歳・新野町）
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日時　２月25日㈰　18:00開演
（17:30開場）

場所　コスモホール
　　　（情報文化センター）
入場料　 【全席指定】
　　　Ｓ席　4,500円
　　　Ａ席　3,500円
　　　親子席　12,000円
　　　（２部屋・１部屋につき４名）
※当日券は500円増し。ただし前売で完売の場合は当

日券は販売しません。
※３歳未満の幼児の入場はご遠慮ください。
チケット販売場所　情報文化センター、徳島新聞社事

業部
※親子席は情報文化センターのみ取扱い
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 劇団四季ファミリーミュージカル
　 ガンバの大冒険 あなんカルチャー

セ
ン
タ
ー

科
学

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

日時　１月28日㈰　13:00開演（12:30開場)
場所　夢ホール（文化会館）
演目　式三番叟、傾城阿波の鳴門 順礼歌の段、三十

三所花の山 壷坂霊験記 沢市内の段 山の段、
一谷嫩軍記 熊谷陣屋の段

入場料　200円（高校生以下無料）
チケット販売場所　文化会館、市民会館、情報文化セ

ンター、平惣書店（阿南センター
店、羽ノ浦国道店）

※未就学児の入場はご遠慮ください。
※無料託児あり（１週間前までに文化会館へ要申込)
問い合わせは　文化会館「人形浄瑠璃」係
　　　　　　　（☎23－5599）へ

■ 阿波人形浄瑠璃芝居
　 中村園太夫座公演

日時　２月17日㈯　14:30開演　　
場所　文化会館　視聴覚室
出演　市岡雅明（テノール）、
　　　松岡洋平（バリトン）、
　　　三村加奈（ピアノ）
演目　フニクリ・フニクラ、
　　　魔王、待ちぼうけほか
入場料　700円（当日800円）
　　　　ペアチケット（前売りのみ）　1,300円
※チケットは４歳から必要（０～３歳は無料）
チケット販売場所　文化会館、市民会館、情報文化セ

ンター、平惣書店（阿南センター
店、徳島店）、黒崎楽器（徳島本店、
阿南店)、アピカ　

問い合わせは　文化会館「おんがくかい」係
　　　　　　　（☎23－5599）へ

■	こどものためのおんがくかい

皆
既
月
食
観
望
会
（
有
料
）

　

２
年
10
カ
月
ぶ
り
に
日
本
で
見
ら
れ
る
皆
既

月
食
の
観
望
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　
1
月
31
日
㈬　

午
後
８
時
～
10
時
30
分

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

内
容　
月
食
が
起
こ
る
理
由
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
た
後
、
大
型
望
遠
鏡
や
小
型
望
遠
鏡

数
台
を
使
用
し
て
美
し
い
月
食
を
ご
覧
い
た
だ

き
ま
す
。

　

な
お
、
月
は
午
後
８
時
48
分
か
ら
欠
け
始
め
、

午
後
９
時
52
分
に
皆
既
月
食
と
な
り
ま
す
。（
皆

既
月
食
は
午
後
11
時
９
分
ま
で
。
そ
の
後
、
午

前
０
時
12
分
に
満
月
に
戻
り
ま
す
。）

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学
セ

ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料
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問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

１
月
の
休
館
日　

１
日
㈷
～
３
日
㈬
、
９
日
㈫
、
15
日
㈪
、

22
日
㈪
、
29
日
㈪

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（
無
料
）

　

土
、
日
、
祝
日
、
冬
休
み
期
間
中
の
午
後
１

時
30
分
～
、
３
時
～
（
投
映
時
間
約
30
分
）

１
月
の
テ
ー
マ　
「
今
夜
の
星
空
と
皆
既
月
食

の
お
話
」

わ
く
わ
く
科
学
の
広
場
（
無
料
）

１
月
８
日
㈷
「
く
る
く
る
ア
ニ
メ
を
作
ろ
う
」

実
施
時
間　
午
前
10
時
～
11
時
40
分
、
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

参
加
方
法　
当
日
、
実
施
時
間
内
に
科
学
セ
ン

タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

　

土
、
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後
２
時
20

分
～
実
施
。
冬
休
み
期
間
は
平
日
の
午
後
２
時

20
分
か
ら
も
実
施
し
ま
す
。

１
月
の
実
施
日
と
テ
ー
マ

４
日
㈭　

音
の
不
思
議

５
日
㈮　

カ
ル
マ
ン
の
渦
で
遊
ぼ
う

６
日
㈯　

静
電
気
で
遊
ぼ
う

13
日
㈯　

水
を
吸
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
!?

14
日
㈰　
ネ
オ
ジ
ウ
ム
磁
石
の
性
質
を
実
験
し
よ
う

20
日
㈯　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
浮
か
ぶ
？

21
日
㈰　

磁
石
の
不
思
議

27
日
㈯　

よ
み
が
え
れ
古
代
の
鏡

28
日
㈰　

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
の
玉
で
電
磁
波
を
キ

ャ
ッ
チ
し
よ
う

弁
天
島
熱
帯
性
植
物
群
落
（
国
指
定
天
然
記
念
物
）

弁
天
島
は
、
橘
湾
の
ほ
ぼ
中
央
・
北
寄
り
に
あ
る
小

島
で
あ
る
。
弁
天
島
の
植
物
群
落
は
、
熱
帯
植
物
が

人
の
手
の
影
響
を
受
け
な
い
で
自
然
の
ま
ま
に
生
育

し
、
海
岸
植
生
を
示
し
て
い
る
。

大
野
の
城
山
の
花
こ
う
質
岩（
県
指
定
天
然
記
念
物
）

大
野
城
山
の
花
こ
う
質
岩
は
、
放
射
線
元
素
で
測
定

し
た
と
こ
ろ
約
４
億
年
前
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

値
は
日
本
の
花
こ
う
岩
で
は
最
も
古
い
も
の
の
１
つ

で
あ
る
。

桑野川のオヤニラミ（県指定天然記念物）
オヤニラミは、スズキ科の仲間で淡水中で一生を過ごす。

「オヤニラミ」という名前は、体の横についている青い目
のような模様に由来する。

阿波遍路道（かも道）（国指定史跡）
第21番札所太龍寺を中心とした遍路道には、遍路の歴史・
文化を伝える数多くの石造物等が残されており、古道の景
観を現在までとどめている。

阿
波
人
形
浄
瑠
璃
（
国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

阿
波
の
人
形
浄
瑠
璃
は
、
３
０
０
年
余
り
の
伝
統
を

持
つ
。
新
野
町
に
は
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
活
躍
す

る
中
村
園
太
夫
座
が
あ
る
。

阿南市にある国や県指定の文化財をご紹介します。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

阿南市の文化財

※今月のふるさと探訪は都合によりお休みします。
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阿
南
市
文
化
祭
短
歌
大
会 

選

短
　
歌

市
長
賞　
　
　
　

�

　

松
島　

博
子

二
度
咲
き
の
瑠
璃
の
茉ま

つ

莉り

花か

踊
り
子
の
吐
息
の
よ
う

な
香
り
を
零こ

ぼ

す

議
長
賞　
　
　
　
　

�
松
本
加
代
子

五
体
み
な
自
在
に
動
く
よ
ろ
こ
び
を
万
物
に
謝
す
今

日
八
十
歳

教
育
長
賞�

金
本
ひ
ろ
み

秋
高
し
子
を
差
し
上
げ
て
あ
や
し
居
る
甥
は
い
つ
し

か
父
の
顔
持
つ

中
学
生
の
部
入
賞
者

新
野
・
福
井
中
学
校

入
選　
　
　
　
　
　

�

北
原　

琢
磨

思
い
人
と
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
手
を
さ
わ
り
手
汗
い

っ
ぱ
い
緊
張
も
有
り

入
選　
　
　
　
　
　

�

久
米　

真
優

肌
寒
い
朝
は
な
か
な
か
起
き
ら
れ
ず
「
あ
と
も
う
少

し
」
と
大
き
な
み
の
虫

入
選　
　
　
　
　
　

�

澁
谷
幸
之
助

あ
の
日
見
た
た
そ
が
れ
の
空
美
し
い
秋
の
夕
焼
け
燃

え
る
ス
カ
ー
レ
ッ
ト

入
選　
　
　
　
　
　

�

国
吉　

空
来

バ
ク
バ
ク
と
う
る
さ
い
音
が
止
ま
ら
な
い
や
る
気
全

開
よ
ー
い
ス
タ
ー
ト

入
選　
　
　
　
　
　

�

長
谷　

春
奈

清
涼
の
も
み
じ
舞
い
ゆ
く
秋
の
空
福
井
の
自
然
も
色

付
き
始
め
る

入
選　
　
　
　
　
　

�

大
谷　

寧
々

見
な
い
で
よ
手
を
取
り
踊
る
こ
の
姿
ス
カ
ー
ト
ふ
わ

り
ド
キ
ド
キ
す
る
よ

入
選　
　
　
　
　
　

�

高
鶴　
　

結

さ
つ
ま
い
も
つ
い
つ
い
食
べ
ち
ゃ
う
こ
の
季
節
今
年

の
秋
も
食
欲
旺
盛

入
選　
　
　
　
　
　

�

山
本　

瑠
那

外
に
出
て
空
眺
め
れ
ば
星
月
夜
秋
の
夜
空
は
月
に
か

ぎ
ら
ん

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

山
の
端
の
空
海
の
寺
紅
葉
濃
し�

　

谷
脇　

春
代

冬
日
落
つ
帰
り
支
度
の
陰
残
こ
し�

　

繁
木　

良
子

境
内
は
ひ
っ
そ
り
閑
や
神
の
留
守�

　

瀬
藤　

豊
子

近
縁
に
若
き
指
揮
者
や
大
根
引
く�

　

陶
久　

晴
義

球
打
ち
て
小
春
日
和
を
滿
悦
す�

　

工
藤
千
鶴
子

間
引
き
菜
の
色
も
香
も
良
く
朝
の
膳　

湯
村　

陽
子

腹
心
の
友
逝
く
知
ら
せ
穭
稲�

　

張
本　

雅
宣

城
跡
の
丸
き
石
垣
冬
ぬ
く
し�

　

吉
崎　

晶
子

老
友
の
焚
火
に
集
ふ
冬
初
め�

　

奥
田　

蒼
朗

定
年
を
祝
う
親
父
の
牡
丹
鍋�

　

大
西　

里
美

阿
南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

野
口　

吾
朗

ま
だ
夢
は
あ
り
ま
す
今
日
の
予
定
繰
る

　
　
　
　
　
　
　
　

滝
川　

太
郎

浮
い
て
ま
す
仕
方
な
い
で
す
美
人
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
つ
た
え

い
た
わ
り
合
う
結
び
目
か
た
い
老
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　

西
田　

修
身

妻
寝
言
聞
き
取
れ
な
い
が
気
に
掛
か
る

市
民
文
芸

万
歩
計
い
っ
ぽ
一
歩
の
命
乞
い　

�

髙
木　

旬
笑

一
般
応
募

さ
ざ
波
は
キ
ミ
の
微
笑
み
初は

春る

を
呼
ぶ　

�

仁
井　

信
子

身
の
丈
に
合
わ
せ
た
服
で
若
く
見
せ　

�

島
尾
美
津
子

阿
南
漢
詩
研
究
会
・
青
松
吟
社 

選

漢
　
詩

新
春
揚
凧
大
會　

�

池
田　

行
子

旭
光
燦
燦
五
雲
中　
　

旭
光　

燦
　々

五
雲
の
中う

ち

曳
杖
那
川
西
又
東　
　

那な

川せ
ん

に
杖
を
曳
い
て　

西
又
東

歓
喜
兒
孫
遙
指
處　
　

歓
喜
の
児じ

孫そ
ん　

遥
か
に
指ゆ

び
さ

す
処

紙
鳶
遠
近
舞
上
空　
　

紙し

鳶え
ん　

遠
近　

上
空
に
舞
う

※
紙
鳶
…
凧
の
こ
と

津
乃
峰
神
社
に
詣
ず　

�

原　

美
智
子

攀
来
曲
径
対
晴
空　
　

曲き
ょ
く

径け
い

を
攀よ

じ
来
り
晴せ

い

空く
う

に
対
す

社
殿
熙
熙
瑞
氣
籠　
　

社
殿　

熙き

き々

と
し
て
瑞ず

い

気き

籠
む

戊
戌
安
寧
禱
康
健　
　

戊ぼ

戌じ
ゅ
つ

の
安
寧　

康こ
う

健け
ん

を
祷い

の

り

瞰
臨
絶
景
橘
湾
風　
　

瞰か
ん

臨り
ん

す
れ
ば
絶
景　

橘き
つ

湾わ
ん

の
風

千
利
休
の
待
庵
に
題
す　

�

井
関
喜
久
子

天
王
山
下
路
西
東　
　

天て
ん

王の
う

山さ
ん

下か　

路み
ち

西せ
い

東と
う

茶
聖
專
心
違
豐
公　
　

茶
聖
の
専
心　

豊ほ
う

公こ
う

に
違た

が

う

土
壁
小
庵
無
不
足　
　

土ど

壁へ
き

の
小
庵　

足
ら
ざ
る
は
無
く

方
知
生
死
聽
松
風　
　

方ま
さ

に
生せ

い

死し

を
知
っ
て　

松し
ょ
う

風ふ
う

を
聴
く

※
松
風
…
茶
の
湯
の
沸
く
音

阿
南
の
歳
朝
に
題
す　
　

�

田
中　
　

公

角
峰
旭
上
五
雲
耀　
　

角つ
の

峰み
ね

旭あ
さ
ひ

上の
ぼ

っ
て　

五
雲
耀か

が

や
き

北
脇
潮
香
萬
壽
伸　
　

北き
た
の
わ
き脇

潮う
し
お

香
っ
て　

万ま
ん

寿じ
ゅ

伸
ぶ

昌
運
阿
南
太
平
裏　
　

昌し
ょ
う

運う
ん

の
阿
南　

太
平
の
裏う

ち

満
衢
淺
酌
賀
正
人　
　

衢ま
ち

に
満
つ
浅せ

ん

酌し
ゃ
く　

賀
正
の
人
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移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
10日㈬ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
11日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

17日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
18日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30

大 潟 分 館 前 15:00～15:30
19日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
25日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

26日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00
中央病院阿南荘前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

１月の巡回日程

問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

阿南市立図書館だより
１月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
休 休 休 休 ☆ 休 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 蔵書点検による

特別休館日 ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 休 休 休 休 ◎ ☆ 休 休 ◎

● ☆ 休 ◎ ☆ 休 ☆ 蔵書点検
休館日

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 休 休 休 休 ☆ 休 休 ☆ 蔵書点検による

特別休館日 ☆ 休 ☆ 休 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…ボランティアピアノ演奏　●…英語おはなし会

那賀川図書館　☎ 42－3111ＦＡＸ 42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎ボランティアピアノ演奏〔約10分間〕
　（第１〜第３土曜日）　10:00～
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　１月はお休みです。

羽ノ浦図書館　☎ 44－2100ＦＡＸ 44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～14:30

阿 南 図 書 館　☎ 23－2020ＦＡＸ 23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第１〜第４木曜日）　10:30～11:00
　※第１・４木曜日はお休みです。 蔵書点検とは館内にある図書を１冊ずつ機械で読み込んで、

行方不明の図書がないか点検することです。期間中ご迷惑
をおかけしますが、ご理解・ご協力よろしくお願いします。
蔵書点検中の館は、本の貸出・返却・予約等すべての業務
が停止します。返却ポストも利用できません。
本を返却される場合は、開館している他の２館にお返しく
ださい。

蔵書点検による
特別休館日のお知らせ

羽ノ浦図書館　１月15日㈪～19日㈮
阿 南 図 書 館　１月22日㈪～26日㈮
那賀川図書館　１月29日㈪～２月２日㈮

オーストラリア出身のLin（リン）さんが、英語の
絵本の読み聞かせや、手あそびをしてくれます。

日時　１月13日㈯　11:00～
場所　那賀川図書館　おはなしコーナー

※入場無料、申込不要

●Linさんの英語で楽しいおはなし会
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マリンバピアノコンサート
日時　１月18日㈭　14:00～
場所　杜のホスピタル　ＯＴホール
出演　山下由美子（マリンバ）、工藤美佳（マ

リンバ）、吉野暁美（ピアノ）
※入場無料

問 杜のホスピタルリハビリテーション課
　 （☎22－0218）へ

在住外国人のための日本語教室
日程　１月７日㈰～３月18日㈰　
　　　毎週日曜日　10:00～12:00
場所　富岡公民館
講師　米山健作さんほか
教材　みんなの日本語（税込2,700円）
※各自で準備
申込方法　電話またはメールでお申し込み

ください。
※随時会員募集中です。中国語・英語教室
も開催しています。　
問 阿南市国際交流協会（☎44－6652）
e-mail:himawari_aia_2012＠yahoo.co.jp

最低賃金、確認した？
●徳島県最低賃金　
時間額　740円
発効日　平成29年10月５日

●特定最低賃金
発効日　平成29年12月21日
▶造作材・合板・建築用組立材料製造業
時間額　840円
▶はん用機械器具、生産用機械器具、業務
用機械器具製造業
時間額　877円
▶電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業
時間額　841円
問 徳島労働局労働基準部賃金室
　 （☎088－652－9165）へ

あなんテレワーク
推進センター
イベント情報！
女性の活躍推進に向けて「あなんテレワー
ク推進センター」では毎月楽しいイベント
を開催しています。ぜひご参加ください！

日程　
▶１月19日㈮「Canva を使ってデザイナ

ーになろう！」
「Canva」とは簡易画像作成ツールです。
さまざまな種類のテンプレートや画像加工
機能を使えば、誰でも簡単にデザインがで
き、仕事の幅も広がりますよ。
▶１月31日㈬ 「夢をかなえるシートを作

ろう！」 
１年の始まりになりたい自分や欲しいもの
をパソコン上で切り貼りして、夢をかなえ
るためのシートを作りましょう。自分が今
求めているものが見えてくるかもしれませ
んよ。
時間　10:30～12:00（１時間30分）　
対象・定員　市内在住の女性、各８人程度
場所　牛岐城趾公園管理事務所２階（富岡

町トノ町24番地21） 
※市役所の駐車場を利用してください。
持参物　パソコン（２台までレンタル PC

があります）　
参加費　無料
申込方法　電話、ファクスまたはメールで、

氏名、年齢、電話番号、希望日、
お子さま連れの場合はお子さま
の年齢、レンタルパソコンが必
要な方はその旨をご記入の上、
お申し込みください。

問 あなんテレワーク推進センター（テレワ
ークひろば）（☎・FAX24－8009）へ
e-mail:anan@child-rin-tokushima.
com

第34回阿南健康マラソン大会
参加者募集
日時　３月４日㈰　9:30開会式

（10:00～順次スタート）
場所　スポーツ総合センター
コース　北ノ脇・淡島シーサイドコース

種　目 距　離 定　員
小学生の部 ２㎞ 100人程度
中学生の部 ３㎞ 100人程度
高校一般の部 10㎞

400人程度
壮年の部 10㎞
家族の部 ２㎞   50組程度

※すべて申込順
※家族の部はタイム計測なし
参加資格　小学４年生以上（家族の部のみ

３歳以上）
参加料　無料
申込方法　所定の申込用紙に記入の上、ス

ポーツ振興課へお申し込みくだ
さい。

申込期間　１月９日㈫～２月２日㈮
申込用紙配布場所　スポーツ振興課、スポー

ツ総合センター、那賀
川・羽ノ浦各支所ほか

問 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

勤労青少年ホーム
手作り石けん　短期講座
受講者募集
市販とは違う肌に優しい、自然素材を使っ
た世界に一つだけの石けんを作りましょう。
日時　１月28日㈰　13:00～
場所　勤労青少年ホーム
持参物　エプロン、ゴーグル、保冷バッグ
定員　８人
対象　市内に居住または職場を有する35

歳までの勤労青少年（学生を除く）
参加費　1,000円
※当ホーム未登録者は、利用者協議会費
1,000円（年会費）が必要

講師　松下美穂さん
申込締切日　１月19日㈮

問 勤労青少年ホーム（☎42－4572）へ
※受付時間は平日13:00～20:00

ポリテクセンター徳島
公共職業訓練　
受講生募集
募集訓練科　溶接加工科（６カ月）
訓練内容　金属加工製品の製造に必要な図

面の見方、各種工具の取扱をは
じめ、各種溶接加工法の知識・
技能を学び、機械板金加工・プ
レス機械作業等の技能を習得し
ます。

訓練期間　３月１日㈭～８月29日㈬
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　１月４日㈭～２月５日㈪
問 ポリテクセンター徳島　
　 （☎088－654－5102）へ
※受付時間は平日9:00～17:00

市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

ママと一緒に
楽しい時間♪
●子育てママの交流サロン（１周年祭）
子育て中のママと赤ちゃん同士が仲良くな
れ、ホッとできるところです。 楽しく話
をして情報交換をしよう♪当日お越しくだ
さった方には親子写真撮影＆ミニプレゼン
トがあります♪
日時　１月15日㈪　10:00～11:00
参加費　無料
●楽しく学ぼう♪
　０～２歳児のスキンケア教室
沐浴の仕方は産院で教えてもらえるけど、
実は知らない沐浴後の 「赤ちゃんとのお風
呂の入り方」と「カサカサお肌にならない
為の日常のスキンケア」を 学びます♪楽
しい教室中のお写真のプレゼントも有♪
日時　１月19日㈮　10:00～11:00
材料費　1,500円

〈共通事項〉
場所　中野島公民館
対象　０～２歳のお子さまとママ
※要予約
問 RTA指定スクールRomaly 金光
　 （☎24－8710）へ
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津峯神社・初詣ウオーク 
開催日　１月20日㈯（少雨決行）
日程　9:30夢ホール集合～見能林駅～見

能林町三谷登り口～津峯神社（参拝、
昼食）～15:00頃阿波橘駅解散

※見能林町側から上り、津乃峰町側へ下り
ます。

参加費　300円（会員200円）
※小学生以下の方は無料
持参物　弁当、飲み物、雨具、健康保険証

など
注意点　歩くことのできる服装、履きなれ

た靴で、体調を整えてご参加くだ
さい。傷害保険には加入していま
すが、保険適用外の事故等の責任
は負いません。

問 阿南歩こう会事務局　新川
　 （☎22－3188）へ

所得税等の申告相談会場
についてのお知らせ
平成29年分の所得税および復興特別所得
税の申告相談会場は阿南市商工業振興セン
ター２階展示ホールになります。申告相談
の期間は２月16日㈮から３月15日㈭です
（土、日曜日を除く）。受付時間は9:00～
16:00です（混雑状況によっては受付を早
めに終了させていただく場合があります）。
なお、平成29年分の所得税および復興特
別所得税の納期限は３月15日㈭、消費税
および地方消費税（個人事業者）の納期限
は４月２日㈪までですので、ご注意くださ
い。
申告に来られた方はフジグラン阿南の駐車
場をご利用ください。なお、駐車可能台数
に限りがありますので、できるだけ公共交
通機関を利用してください。また、昨年ま
で利用していただいた駐車場は利用できま
せんのでご注意ください。
税務署へご提出いただく平成28年分以降
の所得税等の確定申告書には、マイナンバ
ー（個人番号）の記載が必要であるととも
に、本人確認書類の提示または写しの添付
が必要になります。
本人確認書類の例
例①マイナンバーカード
例②通知カード＋運転免許証

問 阿南税務署（☎22－0414）へ
※自動音声によりご案内をしていますので、
相談内容に応じて該当の番号を選択して
ください。
▶所得税等の確定申告に関するご相談…
「0」
▶確定申告以外の国税に関するご相談…
「1」
▶阿南税務署からのお尋ねや納付に関する
ご相談…「2」
▶消費税の軽減税率制度に関するご相談…
「3」

お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」
（日本政策金融公庫）が
サポート！
「国の教育ローン」は、高校、短大、大学、
専修学校、各種学校や外国の高校、大学等
に入学・在学するお子さまをお持ちのご家
庭を対象とした公的な融資制度です。
融資額　お子さま１人につき350万円以内
金利　年1.76％
※母子家庭の方などは年1.36％
（平成29年11月10日現在）
返済期間　15年以内（母子家庭の方など

は18年以内）
ホームページ　「国の教育ローン」で検索
問 教育ローンコールセンター
　 （☎0570－008656ナビダイヤル）
　 または（☎03－5321－8656）へ

保育士による
ベビーマッサージ＆
スキンケア教室
●ベビーマッサージ教室
免疫力を高めて丈夫な体作りをめざしまし
ょう！寒い日の赤ちゃんとのお出かけに、
ママの気分転換にも♪
日時　１月10日㈬　10:00～11:00
内容　免疫力ＵＰあったかべビマ
対象　生後２カ月～１歳頃までの親子
●男の子のためのベビースキンケア教室
お母さんには分からない男の子のおちんち
んケア。小さい頃からのケアで清潔を保ち、
トラブルが起こりにくくなります。おうち
ですぐできるケアの仕方を学びましょう♪
日時　１月17日㈬　10:00～11:00
対象　０歳～の男の子とママ

〈共通事項〉
場所　那賀川社会福祉会館２階  和室
参加費　１回1,500円
持参物　バスタオル１枚
※要予約 

問 ベビーマッサージ＆スキンケア教室
PLUS BABY　玉置（☎090－2895－
0224）へ

市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。３月号の締め切りは１月31日㈬です。
メールアドレス　hisho@anan.i-tokushima.jp

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会
日時　１月13日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する無料相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
　 （☎088－679－4440）　
　 ※土、日曜日は地域会員　花野
　 （☎090－3787－0305）へ

羽ノ浦新春
凧揚げ大会

お正月はみんなで凧揚げを楽しもう！耕作
放棄地でおやじたちが作ったいもを焼きい
もにして、先着300人に配布します。
日時　１月３日㈬　10:00～15:00
※雨天中止
場所　那賀川河川敷第３緑地公園
　　　（羽ノ浦町明見）
※子ども用の貸出し凧あります。（無料）
問 羽ノ浦町おやじの何でも塾　福井
　 （☎090－5717－7334）へ

あなんで映画を
みよう会 冬例会

「明日へ
ー戦争は罪悪であるー」
「仏教の教えの第一は不殺生、人の命を損
なう戦争は罪悪である」と、第二次世界大
戦中に、反戦を訴えた僧侶たちがいました。
檀家から誹謗され、宗門から懲戒され、特
高警察に逮捕されながらも、主張を曲げな
かった彼らのエピソードをもとにこの映画
は作られました。
日時　１月21日㈰　
　　　①10:30～ ②14:00～ ③18:00～
場所　夢ホール（文化会館）
入場料

前売り 当日
セニア（60歳以上）1,000円 1,100円
一般・大学生 1,300円
小・中・高生 －    500円

販売場所　文化会館、市民会館、情報文化
センター、平惣書店、中富書店、
フジグラン阿南店、アピカ

問 あなんで映画をみよう会
　 （☎090－2788－5465）へ

阿南こども
将棋教室
初心者歓迎します。駒の動かし方・ルール
が分からなくても講師が分かりやすく指導
します。論理的な思考や礼儀作法が身に付
きます。どうぶつ将棋もできます。
日程　毎週土曜日10:00～12:00
場所　ひまわり会館
対象　4歳から小学生、中学生、高校生ま

で（子どもと一緒に習ってみたい大
人の方もお気軽にお問い合わせくだ
さい）

※日程、申込方法等くわしくは、お問い合
わせください。

問 日本将棋連盟普及指導員　西岡
　 （☎090－6888－5686）へ
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健康いきいき情報

集団の婦人がん検診
今年度最後の集団検診です。
検診日程　１月30日㈫
受付　9:00～10:00、13:00～14:30
場所　ひまわり会館
検診内容　乳がん、骨粗しょう症検診
要予約   乳がん検診のみ
保健センター（☎22－1590）へご予約く
ださい。
※順次予約が入っていますので、予約状況
は保健センターへお問い合わせください。

冬の感染症に備えましょう
★外出した後は、こまめに、ていねいに手

洗いをしましょう
せっけんやハンドソープを使って、手の平
から手の甲、指の間やつめの間、手首まで
しっかりと洗った後は、きれいなタオルな
どで十分に拭き取りましょう。
★せき、くしゃみなどの症状がある時は、マス

クをし、せきエチケットを心掛けましょう
人に向かってせず、とっさに出そうな時は、
顔を反らして、ティッシュなどで口と鼻を
覆いましょう。
★栄養に気をつけバランスのよい食事をと

りましょう
★睡眠を十分とり、体力をつけておきましょう

集団の胃・肺がん検診

検診日程　１月23日㈫
受付時間 場　所 検診内容

  8:00～11:00 ひまわり会館 胃（バリウム検査）・
肺・大腸がん検診

13:00～14:00 宝田公民館
肺・大腸がん検診

15:00～16:00 長生公民館

要予約
検診日２週間前までに総合健診センター
（☎088－678－3557）へご予約ください。
※受付は予約者が優先されます。

第３回地域リハビリテーション
講座（南部地区）受講生募集 
日時　１月28日㈰　9:00～15:00
場所　岩城クリニック　デイケアルーム
参加資格　在宅ケアに関わる方々（介護実

務者および介護従事者）
参加費　無料
定員　15人（先着順）
内容　①地域包括ケアとリハビリテーショ
ン②いきいき百歳体操の実際③地域で行う
体力評価④理学療法士の視点から見た認知
症予防とリハビリテーション⑤理学療法士
が行う車いすへの移し方・車いす操作の仕
方（１講座55分×５）
申込方法　１月19日㈮までに、①氏名②

職種③所属機関④連絡先（電話
番号、メールアドレス）をお知
らせください。

問 岩城クリニック　リハビリテーション部
　 近藤　学（☎23－5600）へ
　 e-mail:manabu.kondou@gmail.com

高齢者のインフルエンザ
予防接種のお知らせ

接種対象者
▶阿南市に住民票を有する65歳以上の高
齢者
▶60歳から65歳未満で心臓、腎臓または
呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活
動が極度に制限される程度の障がいを有
する方およびヒト免疫不全ウイルスによ
り免疫の機能に日常生活がほとんど不可
能な程度の障がいを有する方

接種期間　１月15日㈪まで（休日除く）
接種料金 1,850円
※生活保護世帯の方は無料です。
接種回数　１回
接種場所　阿南市内の委託医療機関
必要なもの　住所および年齢の確認ができ

るもの
（例：医療保険証など）

※予約が必要な場合があるので医療機関へ
事前に連絡してください。

自殺予防講演会
「運動による認知症予防」

日時　１月30日㈫　10:00～11:30
　　　（受付9:30～）

場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　徳島県理学療法士会
　　　会長　鶯　春夫さん
※入場無料、申込不要

子宮頸がん・乳がん検診の
無料クーポン券の
有効期限は２月末まで
対象者の方には昨年の６月末頃に無料クー
ポン券を郵送しています。受診の際にご持
参ください。クーポン券を紛失した方は、
再発行できますのでお問い合わせくださ
い。

阿波踊り体操教室

日時　１月18日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
講師　阿南阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
持参物　飲み物、タオル
※教室開始前に血圧測定・体組成測定を実
施します。

介護予防教室

日時　１月30日㈫　14:15～15:15
場所　宝田公民館
内容　うつ・認知症予防について
講師　精神保健福祉士　菊池正三さん
対象　おおむね65歳以上の方
※入場無料、申込不要
問 介護・ながいき課（☎22－1793）へ

かもだ岬温泉保養施設

問 かもだ岬温泉保養施設
（☎21－3030）へ

【１月の休館日】
4日㈭、5日㈮、6日㈯、9日㈫、
15日㈪、22日㈪、29日㈪

26日㈮は風呂（ふろ）の日です。

 献血にご協力ください（１月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

3日㈬ フ ジ グ ラ ン
阿 南 領家町

10:00〜12:30
13:30〜16:30

18日㈭
阿南市消防本部 辰己町 9:30〜10:30
㈱岡部機械工業 津乃峰町 12:20〜13:30

22日㈪
㈱シャイネックス 大潟町 9:30〜11:00
新日本電工㈱
徳 島 工 場 橘 町 14:30〜16:30

※ 400ml 献血のみの実施です。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

保健センターからのお知らせ

問 保健センター（☎22－1590）へ
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子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　10日㈬　桑野公民館
　　　17日㈬　加茂谷公民館
　　　24日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
５日㈮、９日㈫、12日㈮、16日㈫、
19日㈮

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすくin阿南

（※＝要予約）
１月９日㈫から開所します。
12日㈮　高齢者とのふれあい会※
15日㈪　発育計測
16日㈫　ミュージックケアー（乳児）※
17日㈬　お誕生会
19日㈮　獅子舞とお正月遊び※
22日㈪　発育計測
26日㈮　おはなしコロリン
31日㈬　ミュージックケアー（幼児）※
※行事によっては有料・申込み制となりま
すので、くわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
　 （☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば　平日9:00～16:00

阿南市内の児童クラブで勤務していただけ
る方を募集します。
勤務先　阿南市内児童クラブ

勤務していただける方を登録し、
欠員の出たクラブにおいて面接等
を行い、任用します。

資格　放課後児童支援員、保育士資格・教
員免許のいずれかの資格をお持ちの
方または実務経験のある方

※賃金や勤務時間は、各児童クラブによっ
て異なります。

応募方法　履歴書に保育士資格証、教員免
許状等の写しを添付し、こども
課へ提出してください。

試験内容　面接試験
※児童クラブで面接となります。
問 こども課 （☎22－1593）へ

児童クラブ支援員募集の
お知らせ

対象　子育てに関わっている方
内容　わかりやすいコミュニケーション方

法や、効果的な褒め方、落ち着くた
めの方法などを学び練習します。毎
日のイライラをどうにかしたい方、
気持ちが楽になる講座です。４人以
上集まれば開催できます。

参加費　無料
問 中西（☎090－6906－6252）へ

徳島県親力アップ支援講座
怒鳴らない子育て練習法

１月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で施
設を開放して育児支援を行っています。

10日㈬　園庭開放
11日㈭　エプロン作りをしよう
※先着15人、要予約（参加費500円）
18日㈭　おはなしのポケット
25日㈭　お誕生会

にこにこひろば� ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日  8:30〜12:00
� 14:00〜15:30

  9日㈫　お正月遊び
11日㈭　管理栄養士による食育講演会
　　　   「離乳食のポイント！」
　　　    講師：とくしま食育推進研究会
　　　    　　　佐藤香代子さん
16日㈫　おはなしだいすき
18日㈭　子育て講座
23日㈫　豆まき用ます作り
30日㈫　お誕生会
31日㈬　管理栄養士による食育講演会
　　　   「幼児食のポイント！」
　　　    講師：とくしま食育推進研究会
　　　    　　　佐藤香代子さん

ふれあいひろば� ☎28−1725

橘こどもセンター　� 平日  9:00〜14:00

  9日㈫　おはなしのポケット
16日㈫　３Ｂ体操
23日㈫　仁木助産師による子育て講座
　　　   （10:30～）
30日㈫　お誕生会・節分のつどい
※毎日、砂場を開放しています。

なかよしひろば� ☎21−2002

平島こどもセンター� 平日  9:00〜14:00

  9日㈫　お正月の遊びをしよう
19日㈮　作って遊ぼう
30日㈫　お誕生会～豆まきをしよう～
◇うたって遊ぼう
　５日㈮、12日㈮、16日㈫、23日㈫
※26日㈮　岩脇こどもセンター園内行事
のためお休みです。

みんなのひろば� ☎44−5059

岩脇こどもセンター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

●ウエルカム阿南交流会
転入者のための交流会です。お友だち作り
や地域の情報交換などができます。保健師
さんによる計測も行っています。
日時　１月25日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館　すこやかルーム

問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550）へ

阿南ファミリー・サポート・センター

いつまでも　こどもじゃないんだから！
おねえちゃん　なんだし、しっかりしな
さい！
どうしても　ほしいって　あんたが　い
うから　かってあげたんじゃないの！
なんなの　あんただけ　じゅぎょうちゅ
うにへらへらして！おかあさんまで　は
ずかしかったじゃないの！
おかあさん　もう　しらないんだから
ね！ふたりとも　もう、かってに　しな
さい！
大人の怒っている声がそこから聞こえて
きそうです。この一節は、阿南在住の絵
本・画家作家の「羽尻利門（はじりとし
かど）」さんの作品の「ごめんなさい」
という絵本に出てくることばです。それ
ぞれの大人のことばの後には、こどもの
ことばが、そしてその後には大人の「ご
めんなさい」が続きます。私たち大人は、
目に見えることだけで、こどもに声をか
けがちです。ことばの後ろにあるものを
読み取りたいものです。

学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ
－ことば－

て ひ ろば育子
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は
じ
め
に

　

犯
罪
被
害
者
と
は
？
と
聞
か
れ
れ
ば
、「
犯

罪
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
人
」
と
容
易
に
答

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

犯
罪
被
害
者
支
援
と
は
？
と
聞
か
れ
る
と
、

「
被
害
者
の
人
た
ち
を
支
援
す
る
こ
と
」
と
答

え
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
支
援
に
つ
い
て
の
詳

細
や
具
体
的
な
こ
と
を
答
え
る
の
は
、
難
し

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

被
害
者
支
援
と
は
、
一
義
的
に
は
、
被
害

者
の
方
が
再
び
平
穏
な
生
活
を
回
復
す
る
た

め
の
支
援
と
い
え
ま
す
が
、
必
要
と
さ
れ
る

支
援
内
容
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
決
ま
り

き
っ
た
答
え
は
な
い
も
の
で
す
。

社
会
の
中
の
犯
罪
被
害
者

　

昔
、
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
や
関
係
す

る
人
た
ち
（
以
下
、犯
罪
被
害
者
等
）
は
「
国

家
か
ら
も
司
法
か
ら
も
忘
れ
ら
れ
た
存
在
」

　
　

徳
島
県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者
支
援
室

　
　

徳
島
県
巡
査　
　

臨
床
心
理
士

　

長
谷
川 

奈
津
美 

さ
ん

と
い
わ
れ
、
社
会
の
中
で
孤
立
無
援
の
ま
ま

被
害
と
向
き
合
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
あ
る
被
害
者
遺
族
の
方
が
25
年

ほ
ど
前
に
「
私
が
被
害
に
遭
い
ま
し
た
と
大

き
な
声
で
言
っ
て
、
大
き
な
声
で
泣
け
る
、

そ
う
い
う
社
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
日

本
は
大
き
な
声
で
泣
き
た
く
て
も
泣
け
な
い

ん
で
す
。
た
だ
じ
っ
と
自
分
で
我
慢
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
が
今
の
日
本
に
お
け
る
被
害
者

の
姿
だ
と
思
い
ま
す
。」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
で
は
、
今
現
在
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
16
年
に
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
が
成

立
、
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
保
護
を
目
的
と

す
る
基
本
理
念
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
都
道
府
県
に
民
間
被
害
者
支
援
団
体

が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
警
察
等
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
各
種
相
談
や
裁
判
所
等
へ
の
付

き
添
い
支
援
、
被
害
者
支
援
に
関
す
る
広
報

啓
発
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
の
育
成
お
よ
び

研
修
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
的
機
関
で
も
、
全
国
の
自
治
体
の
ほ
と

ん
ど
に
被
害
者
支
援
の
窓
口
が
設
置
さ
れ
、

徳
島
県
は
す
べ
て
の
市
町
村
に
被
害
者
支
援

窓
口
が
あ
り
ま
す
。

警
察
の
犯
罪
被
害
支
援

　

必
要
と
さ
れ
る
支
援
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
犯
罪
被
害
者
等
は
、
共

通
し
て
精
神
的
・
経
済
的
打
撃
を
受
け
る

こ
と
と
な
り
、
そ
の
打
撃
を
緩
和
す
る
た

め
の
支
援
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
刑
事
手
続
や
各
種
の
支
援

制
度
に
関
す
る
必
要
な
情
報
が
提
供
さ
れ

る
よ
う
「
被
害
者
の
手
引
」
を
配
布
し
た

り
、
相
談
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
紹
介
を
し
、

無
料
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
加

害
者
か
ら
の
賠
償
が
得
ら
れ
な
い
被
害
者

等
に
対
し
、
社
会
の
連
帯
共
助
の
精
神
に

基
づ
き
、
国
か
ら
の
犯
罪
被
害
者
等
給
付

金
の
説
明
及
び
手
続
を
し
た
り
、
と
い
う

こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

途
切
れ
の
な
い
支
援

　

民
間
被
害
者
支
援
団
体
が
各
都
道
府
県

に
設
立
さ
れ
、
犯
罪
被
害
者
支
援
の
窓
口

が
各
自
治
体
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

支
援
は
一つ
の
機
関
だ
け
で
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
定
の
機
関
の
み
で
行

う
も
の
で
は
な
く
、
各
関
係
機
関
が
連
携

し
合
い
、
犯
罪
被
害
者
等
が
再
び
平
穏
な

生
活
を
回
復
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
誰
も

が
い
つ
で
も
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
途

切
れ
の
な
い
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

す
。

相
談
窓
口

　

支
援
開
始
の
糸
口
の
一つ
に
、
各
相
談
機

関
等
の
電
話
相
談
が
あ
り
ま
す
。

　

被
害
に
遭
っ
て
誰
に
も
言
え
ず
悩
ん
で
い

る
な
ど
犯
罪
被
害
で
困
っ
た
時
に
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
匿
名
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

お
わ
り
に

　

自
分
あ
る
い
は
身
近
な
人
が
犯
罪
被
害
者

に
な
っ
た
、
犯
罪
被
害
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
と

考
え
れ
ば
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
？

　

悲
し
か
っ
た
り
苦
し
か
っ
た
り
、
何
か
言
い

表
せ
な
い
よ
う
な
感
情
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
か
ら
先
、犯
罪
被
害
者
等
に
な
る
こ
と

は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、誰
に
で
も

起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
の
で
す
。そ
の
と
き

に
、ど
う
す
る
か
。ま
た
、周
り
の
人
が
そ
う
な

っ
た
と
き
に
、ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か
。

　

法
律
や
制
度
の
充
実
が
な
さ
れ
、
犯
罪
被

害
者
等
の
支
援
を
行
う
基
盤
は
充
実
し
て
き

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
大
切
な
の
は
、

人
の
気
持
ち
で
す
。

　

相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

犯
罪
被
害
者
支
援

〜
被
害
者
の
気
持
ち
に
な
っ
て
〜

　
阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉

は
、「
光
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て

考
え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り

輝
く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
人
権
に
対
す
る
思
い
を
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり
�

問
い
合
わ
せ
は　

　

人
権
・
男
女
参
画
課

　
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

名　　称 電話番号

犯罪被害者相談所
（警察本部犯罪被害者支援室）

088ー622ー3101
（代表）

性犯罪被害相談
（警察本部犯罪被害者支援室）

＃8103
（プッシュ回線のみ）
または088ー623ー8103

警察安全相談
（被害の未然防止・安全相談）

＃9110
（プッシュ回線のみ）
または088ー653ー9110

（公社）
徳島被害者支援センター
（犯罪被害者相談・心のケア）

088ー678ー7830
088ー656ー8080

犯罪被害に関する
総合的対応窓口（徳島県） 088ー621ー2175

性暴力被害者支援センター
よりそいの樹とくしま

（中央・南部・西部）

共通相談ダイヤル
0570ー003889
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新年明けましておめでとうございます。今季の冷え込みは体に沁みます。気象庁によると、ラニーニャ現象（南米ペルー沖の海水温が低く
なる現象）が発生し、寒気の流れ込みが強く平年より気温が低いとのこと。凍てつく日には、温かい温泉はいかがでしょうか。かもだ岬温
泉保養施設は正月三が日営業しています。（谷内）
先日、「新成人と市長による座談会」を開催しました。夢や市の理想像を語る新成人の皆さんは将来を真っすぐ見据えていて、とても印象
に残っています。私も、新たな年を迎え決意を新たに、市民の皆さまに旬な情報をお届けできるよう日々まい進いたします。（藤井）

編集室の

窓

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

１月の相談

弁護士による法律相談（要予約）	 11日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談員による行政相談	 ９日㈫、23日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談	 26日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116
※混雑時は、お待ちいただくことがあります。

消費生活相談	 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

人権相談	 19日㈮
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談	 15日㈪、22日㈪、29日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談	（要予約）
日 ９・16・23・30日　時 13:00～17:00
日 12・26日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22－0361

年金相談（要予約）	 11日㈭
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 １カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088−652−1511
※２月の相談日はありません。

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
1日 か じ か わ 整 形 外 科 日開野町 ☎24−5750
2日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313
3日 村 上 内 科 外 科 医 院 那賀川町 ☎42−3110
7日 岩 城 ク リ ニ ッ ク 学 原 町 ☎23−5600
8日 玉 眞 病 院 宝 田 町 ☎23−0551

14日 富 永 医 院 羽ノ浦町 ☎44−2123
21日 島 内 科 眼 科 医 院 富 岡 町 ☎22−1147
28日 井 原 医 院 見能林町 ☎21−0021

※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくださ
い。当日変更する場合があります。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
当番医療機関の問い合わせは　阿南市消防本部　☎22−1120
音声案内　☎22−9999まで
または阿南市医師会ホームページをご覧ください。
※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくださ

い。当日変更する場合があります。
●小児救急医療体制

24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

１月の夜間・休日診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00〜17：00

１月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明
書、所得証明書、所得課税証明書、市・県民税公課証明書、
軽自動車税納税証明書の交付

（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・申告等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●市税の納付および分納等の納税相談

　納税課（☎22−1792）へ

17日㈬　17:15〜18:15

１月の市税
■国民健康保険税（第８期）
　納期限は、１月31日㈬です。納め忘れのないようにしましょう。

日曜相談窓口  28日㈰  8:30〜17:00（市役所納税課）

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

市税の納付および分納等の納税相談を受け付けています。
東玄関からお越しください。

人口と世帯数
人　口　74,308 人 （−56）
（男）	35,927 人 （−21）
（女）	38,381 人 （−35）
世帯数　30,793世帯（−18）
※平成29年11月末日現在カッコ内は前月対比

選挙人名簿登録者数

登録者数　62,693人
（男）	　30,091人
（女）	　32,602人

※平成29年12月１日現在

スポーツ施設１月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 1・2・3・9・15・22・29日
那賀川スポーツセンター 1・2・3・10・17・24・31日
羽ノ浦総合国民体育館 1・2・3・9・15・22・29日
羽ノ浦健康スポーツランド 1・2・3・9・15・22・29日
県南部健康運動公園 1・2・3・9・16・23・30日
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長
寿
を
祝
う
風
習
は
奈
良
時
代
ご
ろ
か
ら
始

ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
昔
は
短
命
で
、
40
歳
に
な

る
と
家
族
が
集
ま
っ
て
長
寿
の
お
祝
い
を
し
た
。

昭
和
22
年
に
、
兵
庫
県
多
可
郡
野
間
谷
村
の
村

長
で
あ
っ
た
門
脇
政
夫
さ
ん
が
、
農
閑
期
の
９

月
15
日
を
「
年
寄
り
の
日
」
と
よ
び
、
ま
ち
づ

く
り
で
お
年
寄
り
の
経
験
と
知
恵
を
借
り
る
日

と
し
て
敬
老
会
を
開
い
た
。
そ
の
後
兵
庫
県
全

体
、
そ
し
て
全
国
へ
と
広
が
り
、
昭
和
41
年
に

「
敬
老
の
日
」
が
国
民
の
祝
日
と
な
っ
た
。

　

中
野
島
地
区
で
は
、「
な
が
い
き
・
ふ
れ
あ

い
健
康
ま
つ
り
」
が
毎
年
11
月
に
中
野
島
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
て
い
て
、
75
歳
以
上
の

方
が
招
か
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
地
域
住

民
み
ん
な
で
高
齢
者
の
長
寿
を
祝
い
、
お
も
て

な
し
を
す
る
交
流
と
親
睦
の
機
会
と
な
っ
て
い

る
。

　

当
日
は
、
地
区
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
る
ほ

か
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
児
童
ク
ラ
ブ
の
作
品
展

示
、
屋
台
な
ど
参
加
者
を
も
て
な
す
催
し
が
め

じ
ろ
お
し
。
心
温
ま
る
催
し
に
、
参
加
者
の
顔

も
自
然
に
ほ
こ
ろ
ぶ
。
事
前
の
準
備
か
ら
当
日

の
運
営
に
は
、
地
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
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富
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町
ト
ノ
町
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■
印
刷
／
米
崎
印
刷
株
式
会
社

広
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阿南ぶらりまち紀行
ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜 第138回

生
児
童
委
員
の
メ
ン
バ
ー
、
中
野
島
総
合
セ
ン

タ
ー
職
員
全
員
が
あ
た
る
。

　

健
康
ま
つ
り
の
開
催
は
平
成
17
年
に
さ
か
の

ぼ
り
、
そ
れ
ま
で
は
地
区
敬
老
会
と
公
民
館
で

の
生
涯
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
中
野
島
祭
を

別
の
日
に
行
っ
て
い
た
。
多
く
の
住
民
が
集
ま

る
中
で
、
地
域
全
体
で
高
齢
者
を
お
祝
い
し
た

い
と
の
思
い
か
ら
同
日
開
催
と
な
っ
た
。
地
域

住
民
が
ま
と
ま
り
健
康
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の

願
い
を
込
め
て
当
時
の
中
野
島
公
民
館
長
の
古

山　

茂
さ
ん
が
「
な
が
い
き
・
ふ
れ
あ
い
健

康
ま
つ
り
」
と
名
付
け
た
。

　
「
高
齢
者
が
参
加
で
き
る
催
し
を
め
ざ
し
て

毎
年
工
夫
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
を
行
い
、
好
評
で
し
た
」
と
う
れ
し
そ
う

に
話
す
の
は
中
野
島
公
民
館
長
の
佐
々
木
延
一

さ
ん
。「
現
在
豊
か
な
生
活
が
送
れ
て
い
る
の

も
、
そ
の
礎
を
築
い
た
地
元
の
先
輩
の
お
か

げ
。
来
年
も
元
気
な
お
姿
で
お
会
い
し
た
い
で

す
」
と
思
い
を
語
る
。
地
域
全
体
で
高
齢
者
の

長
寿
を
祝
い
、
さ
ら
な
る
健
康
に
つ
な
げ
て
い

る
「
な
が
い
き
・
ふ
れ
あ
い
健
康
ま
つ
り
」。

ふ
る
さ
と
の
温
も
り
に
触
れ
た
一
日
だ
っ
た
。

な
が
い
き・ふ
れ
あ
い
健
康
ま
つ
り

（
中
野
島
地
区
）

敬老会のようす

健康チェックで体調管理

敬老会では小学生が作文を披露

みんなで阿波踊り健康体操

じゃんけん大会で盛り上がった
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